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Der philosophische Stammbaum der Klimatheorie  
und Japan im Zeitalter der Globalisierung

ISAKA Seishi

　Gegenwärtig zirkulieren digitalisierte Informationen auf dem ganzen 

Globus und dies führt zu einer Vereinheitlichung der eigentümlichen 

Lokalkulturen. Demgegenüber verschwinden die klimatischen Kulturen 

jedoch nicht im Zuge einer solchen Globalisierung. In dieser Abhandlung 

will ich den philosophischen Stammbaum der Klimatheorie in Bezug auf 

Japan untersuchen.

　E.Kämpfer hat in seinem Werk „Heutiges Japan“ über Klima und 

die Kultur des nach außen hin abgeschlossenen Japan geschrieben. In 

der Folge hat später I. Kant in der Vorlesung „Physische Geographie“ 

über die japanischen Information Kämpfers gelesen und im „Zum 

ewigen Frieden“ diese Abschließung Japans hochschätzend gewürdigt. 

J.G. Herder hat als Hörer der Vorlesung Kants später in „Ideen 

zur Philosophie der Geschichte der Menschheit“ den Klimabegriff 

weiter entwickelt und sich für ein Nebeneinander pluraler Kulturen 

ausgesprochen. G.W.F. Hegel hat zwar Vorlesungen über die 

„Philosophie der Weltgeschichte“ vom Gesichtspunkt der Geographie 

und der Geschichte der Freiheitsentwicklung aus gehalten, doch blieb 

Japan dabei aus seinem Gesichtsfeld ausgeschlossen. Tetsuro Watsuji 

als japanischer Philosoph in seinem Werk „Fudo“ die Wichtigkeit des 

Klimas für das Menschensein betont, jedoch in spätem Werk „Sakoku“ 

die Abschließung Japans, also die japanischen Isolationspolitik, vom 

Gesichtspunkt der europäischen Aufklärung her kritisiert.

　Hier soll nun vor dem Hintergrund der gegenwärtigen Globalisierung 

die Bedeutug der eigentümlichen Kurtur im lokalen Klima und des 

Austauschs zwischen den verschiedenen Kulturen erforscht werden.
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風
土
論
の
哲
学
的
系
譜
と
日
本 

│
│
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
の
な
か
で
│
│

伊　

坂　

青　

司

は
じ
め
に

　

現
代
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
特
徴
の
一
つ
は
、
地
球
規
模
の
情
報
流
通
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
例
え
ば
通
信
衛

星
に
よ
る
情
報
通
信
網
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
開
に
よ
っ
て
、
情
報
が
瞬
時
に
し
て
地
球
を
駆
け
め
ぐ
り
、
国
境
を
越
え
て
流
通
し

て
い
る
。
情
報
は
国
の
法
的
・
文
化
的
シ
ス
テ
ム
を
超
え
て
流
通
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
境
そ
の
も
の
が
す
で
に
無
効
に
な
っ

て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
情
報
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
確
か
に
個
人
が
得
る
こ
と
の
で
き
る
情

報
量
は
圧
倒
的
に
増
大
し
、
個
人
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
情
報
を
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
ま
た
自
ら
の
情
報
を
発

信
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
情
報
が
普
遍
的
に
流
通
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ネ
ッ
ト
犯
罪
も
ま
た
グ
ロ
ー
バ
ル
に
な
り
、
ま

た
情
報
を
管
理
す
る
主
体
に
よ
っ
て
情
報
内
容
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
リ
ス
ク
も
深
刻
な
状
態

に
あ
る
。
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情
報
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
情
報
の
地
球
的
規
模
の
流
通
に
よ
っ
て
、

民
族
文
化
や
地
域
文
化
の
固
有
性
が
均
質
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
商
業
ベ
ー
ス
の
情
報
が
地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
民
族
や

地
域
を
巻
き
込
み
、
情
報
を
発
信
す
る
独
占
主
体
に
よ
っ
て
文
化
の
質
が
地
球
規
模
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
情
報
を
伴

っ
た
食
の
産
業
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
自
然
風
土
の
な
か
で
培
わ
れ
て
き
た
地
域
の
伝
統
的
な
食
文
化
が
失
わ

れ
る
と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
一
国
の
帝
国
主
義
的
な
経
済
戦
略
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
れ
で
は
、
情
報
と
経
済
の
圧
倒
的
な
力
に
対
し
て
、
民
族
や
地
域
の
文
化
は
ど
こ
ま
で
そ
の
固
有
性
を
保
持
し
う
る
で
あ
ろ

う
か
。
そ
れ
ら
の
文
化
は
、
均
質
な
情
報
に
還
元
さ
れ
な
い
固
有
性
を
根
強
く
も
っ
て
い
る
。
地
域
に
特
有
の
住
居
や
食
文
化
は
、

そ
の
地
域
の
土
地
柄
や
気
候
な
ど
の
自
然
条
件
、
す
な
わ
ち
風
土
に
よ
っ
て
育
ま
れ
、
根
強
く
生
き
残
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
わ
れ

わ
れ
は
、
情
報
化
社
会
の
な
か
で
も
な
お
均
質
化
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
民
族
文
化
や
地
域
文
化
の
固
有
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
れ
ら
の
風
土
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
た
文
化
は
、
帝
国
主
義
的
な
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
も
な
お
均
質

化
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
多
様
性
を
含
ん
で
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
「
風
土
」
と
い
う
概
念
は
、
地
勢
や
気
候
と
い
っ
た
自
然
諸
条
件
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
「
文
化
風

土
」
と
い
う
言
葉
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、「
風
土
」
は
自
然
に
還
元
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
間
の
営
み
、
す
な
わ
ち
生
業
・

住
居
・
衣
服
・
食
と
い
っ
た
生
活
条
件
に
よ
っ
て
、
地
域
ご
と
の
特
色
を
帯
び
て
も
い
る
。
文
化
が
人
間
の
歴
史
的
な
活
動
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
風
土
も
ま
た
自
然
を
基
礎
に
し
つ
つ
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
人
間
の
活
動
に
よ
っ
て
歴
史
的
に

形
成
さ
れ
て
き
た
と
い
う
側
面
を
有
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
風
土
は
、
自
然
の
空
間
性
と
と
も
に
人
間
文
化
の
歴
史

性
を
帯
び
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
「
風
土
」
概
念
は
、
自
然
の
空
間
性
と
い
う
軸
と
人
間
文
化
の
歴
史
性
と
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い
う
軸
に
よ
っ
て
、
複
合
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
「
風
土
」
概
念
を
地
理
学
や
歴
史
学
を
踏
ま
え
て
、
哲
学
的
な
視
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
「
風

土
」
が
哲
学
的
な
視
点
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
地
理
学
や
歴
史
学
が
学
問
と
し
て

成
立
し
た
経
緯
と
不
可
分
で
あ
る
。
近
代
地
理
学
の
成
立
は
、
一
七
世
紀
前
半
の
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
に
よ
る
ア
ジ
ア
進
出
、

一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
八
世
紀
に
か
け
て
の
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
政
策
な
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

世
界
へ
の
拡
大
を
歴
史
的
背
景
に
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
拡
大
は
初
期
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
あ

り
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
へ
の
関
心
を
喚
起
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
自
然
物
（
植
物
・

動
物
・
鉱
物
な
ど
）
や
民
族
文
化
に
つ
い
て
の
情
報
が
集
積
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
博
物
学
的
知
識
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
が

相
対
化
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。「
理
性
」
を
人
間
の
普
遍
的
能
力
と
し
て
き
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
哲
学
も
ま
た
、
自
ら
を
歴

史
的
に
相
対
化
す
る
自
己
検
証
が
求
め
ら
れ
る
。
哲
学
の
領
域
に
お
い
て
カ
ン
ト
が
「
理
性
」
の
批
判
的
検
証
を
課
題
と
し
、
ヘ

ル
ダ
ー
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
を
人
類
史
の
視
点
か
ら
相
対
化
し
た
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
相
対
化
が
試
み
ら
れ
た
。
そ
う

し
た
試
み
を
遂
行
す
る
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
、「
風
土
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
現
代
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
新
た
な
時
代
状
況
の
中
で
、
風
土
論
の
哲
学
的
系
譜
を
辿
り
直
し
、

そ
し
て
風
土
論
の
現
代
的
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
す
る
。
そ
の
際
、
日
本
と
い
う
軸
を
据
え
る
こ
と
を
本
稿
の
特
色
と
し

た
い
。
ま
ず
は
、
哲
学
的
な
「
風
土
」
概
念
の
形
成
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
哲
学
の
う
ち
に
跡
づ
け
る
こ
と
と
す
る
。

そ
こ
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
風
土
論
の
先
駆
と
も
言
う
べ
き
ケ
ン
ペ
ル
の
『
日
本
誌
』
に
ま
で
遡
り
（
一
）
、
そ
の
日
本
情

報
を
取
り
入
れ
た
カ
ン
ト
の
『
自
然
地
理
学
』
を
考
察
し
（
二
）、
カ
ン
ト
の
影
響
下
に
形
成
さ
れ
た
ヘ
ル
ダ
ー
の
『
人
類
歴
史
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哲
学
考
』
の
「
風
土
」
概
念
（
三
）
、
さ
ら
に
は
ヘ
ル
ダ
ー
の
「
風
土
」
概
念
を
取
り
込
ん
だ
ヘ
ー
ゲ
ル
の
歴
史
哲
学
を
考
察
す

る
（
四
）。
そ
し
て
近
代
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
風
土
」
概
念
の
哲
学
的
系
譜
を
踏
ま
え
て
、
日
本
に
お
け
る
哲
学
的
風
土
論
の
嚆

矢
と
も
い
う
べ
き
和
辻
哲
郎
の
『
風
土
』
を
検
証
し
（
五
）、
最
後
に
現
代
に
お
け
る
風
土
論
の
可
能
性
を
提
示
す
る
こ
と
に
し

た
い
。

一　

ケ
ン
ペ
ル
の
『
日
本
誌
』
と
風
土
論
の
先
駆

　

エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
・
ケ
ン
ペ
ル
（E

n
g
elb

ert K
äm

p
fer 1651

─1716

）
は
、
ド
イ
ツ
北
部
の
街
レ
ム
ゴ
ー
で
生
ま
れ
、
一
七

才
で
オ
ラ
ン
ダ
へ
旅
行
す
る
な
ど
、
若
い
頃
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
知
見
を
広
げ
て
い
る
。
旅
行
家
と
し
て
の
知
見
ば
か
り
で

は
な
く
、
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
大
学
で
は
薬
学
と
博
物
学
を
修
得
し
、
ま
た
一
六
八
一
年
か
ら
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
学
術
都
市
ウ
プ

サ
ラ
に
滞
在
し
て
大
学
）
1
（

の
研
究
者
と
交
流
す
る
な
ど
、
向
学
心
の
強
い
人
物
で
も
あ
っ
た
。
当
時
は
博
物
学
の
黎
明
期
で
、
地
球

上
の
鉱
物
・
植
物
・
動
物
な
ど
の
自
然
、
そ
し
て
諸
民
族
の
特
性
な
ど
に
学
問
的
関
心
が
向
け
ら
れ
始
め
、
ケ
ン
ペ
ル
も
ま
た
未

知
の
領
域
に
知
を
広
げ
る
博
物
学
に
関
心
を
強
く
持
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
関
心
が
、
オ
ラ
ン
ダ
の
東
方
貿
易
の
拡
大
と
い
う
時
代

趨
勢
と
も
相
俟
っ
て
、
ア
ジ
ア
と
り
わ
け
情
報
の
極
め
て
限
定
さ
れ
た
鎖
国
下
の
日
本
に
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

冒
険
博
物
学
者
と
も
い
う
べ
き
ケ
ン
ペ
ル
は
、
ペ
ル
シ
ア
滞
在
の
後
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
船
医
と
し
て
ジ
ャ
ワ
か
ら
シ

ャ
ム
へ
、
そ
し
て
一
六
九
〇
年
（
元
禄
三
年
）
に
日
本
へ
到
着
し
た
。
そ
れ
か
ら
二
年
間
、
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
付
医
師
と
し

て
日
本
に
滞
在
し
、
二
回
の
江
戸
参
府
の
経
験
や
オ
ラ
ン
ダ
語
日
本
人
通
詞
と
の
交
流
な
ど
を
通
し
て
、
日
本
情
報
を
収
集
し
た
。
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一
六
九
四
年
に
オ
ラ
ン
ダ
に
帰
着
し
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
で
医
学
博
士
の
学
位
取
得
後
、
故
郷
の
レ
ム
ゴ
ー
に
戻
っ
て
一
七
一
二
年

に
、
ラ
テ
ン
語
の
東
方
旅
行
記
『
廻
国
奇
観
（A

m
oen

itatu
m
 exoticaru

m

）
』
を
出
版
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
日
本
に
関
す

る
記
述
、
な
か
で
も
鎖
国
に
関
す
る
記
述
「
も
っ
と
も
な
理
由
の
あ
る
日
本
の
鎖
国
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

ケ
ン
ペ
ル
は
『
廻
国
奇
観
』
に
続
け
て
本
格
的
な
日
本
報
告
の
出
版
準
備
を
し
て
い
た
が
、「
今
日
の
日
本
（H

eu
tig

es Ja-

p
an

）
」
と
名
付
け
た
原
稿
の
束
を
遺
し
て
死
去
す
る
。
ケ
ン
ペ
ル
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
ロ
ン
ド
ン
の
医
師
で
博
物
学
に
も
造

詣
の
深
い
イ
ギ
リ
ス
王
立
協
会
会
長
ハ
ン
ス
・
ス
ロ
ー
ン
卿
が
、
ケ
ン
ペ
ル
の
遺
品
を
入
手
し
、
自
ら
創
設
に
か
か
わ
っ
た
大
英

博
物
館
に
寄
贈
し
た
。
こ
の
ケ
ン
ペ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
留
学
中
の
ス
イ
ス
人
シ
ョ
イ
ヒ
ツ
ァ
ー

（J.G
. S

ch
eu

ch
zer

）
に
「
今
日
の
日
本
」
の
英
訳
が
委
ね
ら
れ
、
一
七
二
七
年
に“T

h
e H

istory of Japan
”

と
し
て
出
版
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
英
語
版
を
元
に
し
て
、
一
七
二
九
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
、
一
七
三
二
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
語
訳
、
そ
し

て
一
七
三
三
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
語
版
か
ら
の
ド
イ
ツ
語
訳
が
出
版
さ
れ
、
広
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ケ
ン
ペ
ル
の
『
日
本
誌
）
2
（

』
が
普
及

す
る
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
一
七
七
三
年
に
見
つ
か
っ
た
ケ
ン
ペ
ル
の
も
う
一
つ
の
筆
写
原
稿
「
今
日
の
日
本
」
を
、
経
済
史
家
Ｃ
・
Ｗ
・
ド
ー

ム
が
校
訂
・
編
集
の
う
え
、『
日
本
の
歴
史
と
記
述
（G

esch
ich

te u
n
d
 B

esch
reibu

n
g von

 Japan

）』
と
し
て
第
一
巻
を
一
七

七
七
年
に
、
第
二
巻
を
一
七
七
九
年
に
出
版
す
る
。
こ
の
な
か
に
は
『
廻
国
奇
観
』
に
含
ま
れ
る
日
本
の
鎖
国
に
関
す
る
記
述
部

分
「
も
っ
と
も
な
理
由
の
あ
る
日
本
の
鎖
国
」
の
ド
イ
ツ
語
訳
と
、
鎖
国
に
つ
い
て
の
ド
ー
ム
に
よ
る
批
判
的
論
評
を
含
む
「
編

者
あ
と
が
き
」
が
そ
の
附
録
と
し
て
織
り
込
ま
れ
、
日
本
情
報
が
「
鎖
国
」
と
い
う
言
葉
と
と
も
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
界
に
広

く
喧
伝
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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さ
て
、『
日
本
の
歴
史
と
記
述
）
3
（

』
に
お
い
て
、
ま
ず
「
日
本
（N

ip
on

）
」
の
地
理
的
特
徴
と
国
民
生
活
が
、
「
日
本
の
国
は
、

自
然
の
要
害
に
よ
っ
て
こ
じ
ん
ま
り
と
諸
外
国
の
侵
略
か
ら
衛
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
生
活
必
需
品
は
何
で
も
入
手
で
き
、
外

国
の
力
を
借
り
な
く
と
も
完
全
に
自
給
自
足
で
き
る
」（
一
一
八
頁
）
と
い
う
よ
う
に
概
括
的
に
記
述
さ
れ
る
。
そ
し
て
日
本
の

地
理
的
条
件
と
自
然
風
土
に
つ
い
て
の
記
述
に
続
け
て
、
日
本
人
の
身
体
的
特
徴
が
「
全
体
と
し
て
（
と
く
に
日
本
本
島
の
一
般

人
は
）
短
軀
強
壮
、
肌
色
は
褐
色
を
帯
び
…
…
目
が
細
く
小
さ
い
」（
一
七
七
頁
）
と
い
う
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
、

同
じ
日
本
人
で
も
地
方
に
よ
っ
て
体
型
や
性
格
が
異
な
る
と
い
う
よ
う
に
、
風
土
論
的
な
視
点
か
ら
よ
り
具
体
的
に
地
域
に
よ
る

身
体
の
差
異
が
指
摘
さ
れ
る
。
全
体
と
し
て
、
日
本
の
自
然
（
植
物
・
動
物
・
鉱
物
）
や
習
俗
・
文
化
・
宗
教
な
ど
の
観
察
に
基

づ
い
た
客
観
的
か
つ
総
合
的
な
記
述
は
、
博
物
学
的
手
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

日
本
の
宗
教
は
、
主
要
な
四
種
類
す
な
わ
ち
神
道
・
仏
道
・
儒
道
・
切
支
丹
道
に
区
分
さ
れ
、
と
り
わ
け
「
神
道
」
に
つ
い
て

は
、
日
本
民
族
固
有
の
宗
教
と
し
て
相
対
的
に
詳
し
く
記
述
さ
れ
て
い
る
（
四
〇
七
頁
）。
神
道
の
「
教
理
」
に
つ
い
て
、
自
然

の
最
初
の
混
沌
状
態
に
「
気
」
が
加
わ
り
、「
天
神
」
と
「
地
神
」
が
出
現
し
た
と
説
明
さ
れ
る
。
ケ
ン
ペ
ル
は
こ
の
「
気
」
を
、

「
宇
宙
霊
魂
（an

im
a u

n
iv
ersi

）」
と
か
「
世
界
霊
魂
（W

eltg
eist

）」
と
言
い
換
え
て
、「
生
き
と
し
生
け
る
者
」
に
宿
り
「
死

に
伴
っ
て
抜
け
出
す
純
粋
霊
魂
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
個
人
の
「
自
我
」
や
「
個
性
」
も
「
天
地
の
生
気
に
帰
一
す
る
」
こ

と
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
と
い
っ
た
記
述
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
は
異
質
な
汎
神
論
的
な
神
道
解
釈
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
宗
教
解
釈
の
根
底
に
は
、
諸
民
族
に
固
有
な
文
化
的
特
性
を
そ
の
民
族
の
自
然
的
・
風
土
的
あ
り
方
か
ら
理
解
し
よ
う
と

す
る
、
次
の
よ
う
な
基
本
的
な
発
想
が
あ
る
。

「
地
球
上
に
居
住
す
る
諸
民
族
が
、
言
語
に
よ
り
、
習
俗
に
よ
り
、
才
能
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
別
れ
て
生
活
し
て
い
る
こ
と
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は
、
神
の
叡
智
に
適
う
生
き
方
で
あ
る
。
こ
の
地
球
は
、
一
民
族
の
居
住
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
多
数
の

民
族
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
地
球
の
い
ろ
い
ろ
の
部
分
は
、
川
に
よ
り
、
海

に
よ
り
、
山
に
よ
り
、
さ
ら
に
ま
た
全
く
異
な
る
気
候
風
土
（C
lim

at

）
に
よ
っ
て
自
然
の
境
界
線
が
画
さ
れ
、
互
い
に
離

隔
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
全
く
才
能
の
異
な
る
民
族
が
住
み
つ
く
よ
う
に
形
造
ら
れ
て
い
る
」
（
一
一

二
五
頁
）。

　

自
然
の
境
界
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
た
地
球
の
多
様
な
「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
」
に
は
、
そ
の
地
域
に
固
有
の
異
な
る
文
化
が
形
成

さ
れ
る
と
い
う
。
そ
こ
に
は
、
地
理
的
条
件
に
よ
る
文
化
の
多
様
性
と
並
存
と
い
う
、
ヘ
ル
ダ
ー
に
も
つ
な
が
る
風
土
論
的
な
発

想
が
す
で
に
見
ら
れ
る
。

　

日
本
の
鎖
国
に
関
し
て
は
、
「
そ
の
国
の
位
置
や
そ
の
他
の
条
件
が
、
こ
の
よ
う
な
隔
離
を
許
す
状
態
で
あ
り
、
こ
の
国
の
国

民
が
非
常
に
強
力
か
つ
勇
敢
で
、
こ
の
隔
離
状
態
を
守
り
通
せ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
た
し
か
に
納
得
で
き
る
国
家
の
行
き
方
で
あ

ろ
う
」（
一
一
二
七
頁
）、
と
い
う
よ
う
に
容
認
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
日
本
の
鎖
国
は
、「
そ
の
国
民
と
国
境
を
守
る
」
も
の

で
あ
り
、
何
ら
非
難
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
鎖
国
下
の
幸
福
な
状
態
は
、
日
本
の
国
土
の
地
理
的
条
件
下
で
培
わ

れ
た
国
民
性
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
ケ
ン
ペ
ル
は
、
鎖
国
政
策
の
厳
し
さ
に
目
を
つ
ぶ
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
鎖
国
下
の
泰
平
の
世
も
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
人
に
対
す
る
国
外
退
去
、
日
本
人
の
国
外
渡
航
の
禁
止
と
違
反
者
に
対
す
る
磔
の
刑
、
切
支
丹
に
対
す
る
「
厳
し
い
追
放
令
」

や
絞
首
・
火
焙
り
に
よ
る
徹
底
的
な
迫
害
な
ど
、
厳
し
い
政
策
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
鎖
国
を
評
価
す
る
ケ
ン
ペ
ル
の
視
線
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
当
時
の
時
代
状
況
と
対
比
し
た
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幕
藩
体
制
下
の
平
和
と
安
定
し
た
国
民
生
活
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

　

鎖
国
日
本
の
ケ
ン
ペ
ル
に
よ
る
肯
定
的
評
価
に
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
彼
の
体
験
が
影
を
落
と
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
ケ
ン
ペ
ル
が
物
心
つ
い
た
頃
の
一
七
世
紀
半
ば
過
ぎ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
三
〇
年
戦
争
（
一
六
一
八
〜
四
八
年
）
の
荒
廃

が
後
を
引
き
、
ケ
ン
ペ
ル
の
生
地
レ
ム
ゴ
ー
で
も
キ
リ
ス
ト
教
の
新
旧
宗
派
対
立
の
な
か
で
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
叔
父
が
魔
女

狩
り
に
よ
っ
て
処
刑
さ
れ
、
ル
タ
ー
派
の
牧
師
で
あ
っ
た
父
親
も
ま
た
レ
ム
ゴ
ー
を
去
る
こ
と
に
な
る
）
4
（

。
ケ
ン
ペ
ル
は
荒
廃
し
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
対
比
し
て
、
鎖
国
体
制
に
よ
っ
て
安
定
し
た
日
本
を
見
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
か
ら
日
本
を

見
る
視
点
は
、
彼
の
生
き
た
時
代
と
自
身
の
体
験
に
規
定
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
一
八
世
紀
半
ば
に
な
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
の
ア
ジ
ア
進
出
に
よ
っ
て
鎖
国
体
制
下
の
日
本
に
批

判
の
矛
先
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
啓
蒙
思
想
家
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
『
法
の
精
神
』（
一
七
四

八
年
）
で
、
ケ
ン
ペ
ル
『
日
本
誌
』
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
、
幕
藩
体
制
下
の
日
本
に
お
け
る
刑
罰
の
過
酷
さ
を
批
判
し
、
前
近

代
的
な
鎖
国
日
本
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
流
布
さ
せ
た
。『
日
本
の
歴
史
と
記
述
』
を
編
集
し
た
ド
ー
ム
も
ま
た
、「
編
者
あ
と
が

き
」
で
啓
蒙
思
想
の
立
場
か
ら
ケ
ン
ペ
ル
の
鎖
国
論
を
批
判
的
に
論
評
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
ど
ん

ど
ん
先
へ
進
ん
で
」
お
り
、
逆
に
日
本
は
「
旧
態
依
然
と
し
て
進
歩
し
な
か
っ
た
」（
一
一
五
七
頁
）
ど
こ
ろ
か
、「
専
制
政
治
む

き
出
し
の
精
神
」
（
一
一
五
九
頁
）
に
い
ま
だ
に
支
配
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
日
本
の
「
国
民
の
大
多
数
が
、
自
分
ら
は
少

な
く
と
も
非
常
に
幸
福
だ
と
思
っ
て
い
る
」（
一
一
六
〇
頁
）
が
、
実
際
に
は
「
幸
福
で
は
な
い
」
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
鎖

国
は
「
日
本
に
と
っ
て
非
常
に
不
利
で
あ
る
」（
一
一
六
八
頁
）
ば
か
り
か
、「
一
大
不
幸
で
あ
る
」
と
い
う
。
こ
う
し
て
ド
ー
ム

は
、
日
本
が
鎖
国
を
解
き
、「
再
び
開
国
し
て
圧
制
制
度
が
崩
壊
す
る
」
こ
と
こ
そ
、
「
日
本
人
に
と
っ
て
も
外
国
人
に
と
っ
て
も
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非
常
に
緊
要
な
こ
と
」
だ
と
し
て
、
開
国
を
提
言
す
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
ド
ー
ム
に
よ
る
鎖
国
日
本
に
対
す
る
批
判
は
、
ど
こ
ま
で
妥
当
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
ケ
ン
ペ
ル
が
見
聞
し
た
日
本
の

元
禄
時
代
と
、
ド
ー
ム
が
「
編
者
あ
と
が
き
」
で
鎖
国
日
本
を
論
評
し
た
間
に
は
、
約
九
〇
年
の
時
間
差
が
あ
る
。
そ
の
間
す
で

に
ド
イ
ツ
を
含
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
諸
科
学
の
発
展
と
啓
蒙
思
想
の
普
及
と
い
う
近
代
化
の
歴
史
を
経
験
し
て
き
た
。
ド
ー
ム
は

こ
う
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
化
を
時
代
背
景
と
し
て
、
日
本
の
鎖
国
を
時
代
遅
れ
と
し
、
鎖
国
下
に
あ
る
日
本
国
民
を
「
一
大

不
幸
」
だ
と
断
じ
る
の
で
あ
る
。

　

一
七
七
〇
年
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
対
内
的
に
は
近
代
化
を
進
め
る
一
方
、
対
外
的
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
対
抗
し
て
イ
ギ
リ
ス

や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
新
興
諸
列
強
が
ア
ジ
ア
進
出
を
窺
っ
て
い
た
。
日
本
の
開
国
を
求
め
る
新
興
勢
力
の
間
に
は
、
日
本
の
鎖
国

は
時
代
遅
れ
の
代
物
に
し
か
映
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ド
ー
ム
に
よ
る
鎖
国
日
本
へ
の
批
判
は
、
近
代
化
に
遅
れ
た
前
近
代
の

日
本
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
一
役
買
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
新
た
な
覇
権
主
義
に
た
い
し
て
、
カ
ン

ト
の
『
永
久
平
和
の
た
め
に
』（
一
七
九
五
年
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
本
の
鎖
国
に
肯
定
的
な
評
価
を
し
、
歴
史
的
な
意
味

を
認
め
る
論
調
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
の
時
代
に
先
立
っ
て
、
諸
民
族
の
文
化
の
多
様
性
を
自

然
風
土
の
あ
り
方
か
ら
理
解
す
る
ケ
ン
ペ
ル
の
発
想
は
、
カ
ン
ト
の
『
自
然
地
理
学
』
や
『
永
久
平
和
の
た
め
に
』
に
、
さ
ら
に

ヘ
ル
ダ
ー
『
人
類
歴
史
哲
学
考
』
の
風
土
論
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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二　

カ
ン
ト
の
『
自
然
地
理
学
』
と
日
本
論

　

そ
こ
で
次
に
、
哲
学
者
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
（
一
七
二
四
〜
一
八
〇
四
年
）
の
『
自
然
地
理
学
（P

h
isisch

e G
eograph

ie

）
5
（

）』

を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
織
り
込
ま
れ
た
日
本
論
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
カ
ン
ト
は
一
七
五
五
／
五
六
年
冬
学
期
か
ら
ケ
ー

ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
大
学
で
「
自
然
地
理
学
」
講
義
を
始
め
、
そ
れ
か
ら
一
七
九
七
年
に
至
る
ま
で
四
〇
年
間
に
渡
っ
て
講
義
を
続
け

て
い
る
。
こ
の
講
義
は
カ
ン
ト
の
講
義
の
な
か
で
も
人
気
が
高
く
、
学
生
だ
け
で
は
な
く
多
く
の
社
会
人
も
聴
講
し
て
、
最
も
長

期
間
に
渡
っ
て
継
続
的
に
行
わ
れ
た
講
義
科
目
で
あ
っ
た
。『
純
粋
理
性
批
判
』
や
『
実
践
理
性
批
判
』
な
ど
批
判
期
の
理
論
的

著
作
と
比
べ
て
み
る
と
、
『
自
然
地
理
学
』
は
カ
ン
ト
自
ら
性
格
づ
け
て
い
る
よ
う
に
世
間
知
と
し
て
の
「
有
用
性
」
を
有
し
、

ま
た
「
社
交
の
楽
し
み
に
豊
富
な
素
材
を
提
供
し
て
く
れ
る
」
（
五
一
頁
）
も
の
で
も
あ
り
、
広
く
地
球
上
の
地
理
学
的
知
見
を

提
供
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

カ
ン
ト
が
生
涯
を
過
ご
し
た
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
（
現
在
の
ロ
シ
ア
・
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
）
は
、
当
時
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国

の
首
都
と
し
て
学
術
の
中
心
で
あ
り
、
ま
た
バ
ル
ト
海
の
貿
易
都
市
と
し
て
栄
え
る
国
際
都
市
で
も
あ
っ
た
。
カ
ン
ト
は
こ
の
都

市
で
、
海
外
に
出
る
こ
と
な
く
世
界
の
最
新
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
の
言
に
よ
れ
ば
、
人
間
は
個
人
と
し
て
の
経

験
は
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、「
他
人
の
諸
経
験
を
も
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
」
ず
、
し
か
も
「
文
字
に
記
録
さ
れ
た
諸
経
験
」
の

報
告
が
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
カ
ン
ト
は
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
を
出
た
こ
と
が
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
ら
の
「
諸
報
告
に
よ
っ
て
、
あ
た
か
も
当
時
の
世
界
全
体
を
み
ず
か
ら
経
験
し
た
か
の
ご
と
く
」（
四
三
頁
）
、
世
界
の
さ
ま
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ざ
ま
な
地
域
の
自
然
風
土
や
諸
民
族
の
習
俗
・
文
化
に
つ
い
て
の
情
報
を
、
「
自
然
地
理
学
」
講
義
の
な
か
で
生
き
生
き
と
語
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

『
自
然
地
理
学
』
の
内
容
は
、
地
球
を
構
成
す
る
水
・
陸
・
大
気
と
い
っ
た
自
然
、
地
殻
の
変
動
の
歴
史
、
鉱
物
、
地
球
上
に

生
息
す
る
動
物
・
植
物
、
地
球
上
の
地
理
学
的
区
分
に
基
づ
い
た
地
域
（
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
メ
リ
カ
）
の

風
土
と
諸
民
族
の
身
体
特
性
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
の
習
俗
・
宗
教
・
文
化
ま
で
、
博
物
学
的
な
知
識
を
ふ
ん
だ
ん
に
網
羅
し
て
い

る
。
そ
れ
は
「
自
然
地
理
学
」
講
義
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
「
博
物
地
理
学
」
講
義
と
言
っ
た
方
が
よ
い
ほ
ど
で
あ
る
。
本
来

「
地
理
学
」
は
、
「
時
間
」
を
軸
に
構
成
さ
れ
る
「
歴
史
学
」
と
は
異
な
っ
て
、「
空
間
」
を
軸
に
し
て
「
空
間
的
に
同
時
に
発
生

し
て
い
る
諸
現
象
に
関
連
す
る
」
（
四
五
頁
）
学
問
と
さ
れ
る
。
「
地
理
学
」
は
、
「
地
誌
学
（E

rd
b
esch

reib
u
n
g

）
」
と
も
言
い

換
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
記
述
」
を
こ
そ
方
法
論
的
な
本
質
に
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
空
間
的
に
区
別
さ
れ
た
地
域
の

記
述
は
、
地
域
間
の
時
間
的
・
歴
史
的
な
発
展
順
序
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
地
球
上
に
並
存
す
る
地
域
に
つ
い
て

の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
従
う
も
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
は
そ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
、
世
界
各
地
域
の
諸
民
族
の
文
化
に
つ
い
て

も
、
一
つ
の
価
値
基
準
に
基
づ
い
て
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
客
観
的
に
記
述
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
優
越

性
を
誇
示
し
よ
う
と
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
各
地
域
の
民
族
文
化
に
固
有
の
特
徴
を
生
き
生
き
と
興
味
深
く
論
じ
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
は
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
に
属
す
る
カ
ン
ト
の
視
点
が
媒
介
に
な
っ
て
い
る
に
し
て
も
、
異
文
化
へ
の
関
心

と
理
解
こ
そ
が
論
述
全
体
の
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
『
自
然
地
理
学
』
の
方
法
は
、
ヘ
ル
ダ
ー
の
多
様
な

文
化
の
「
並
存
」
と
い
う
発
想
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
実
際
に
ヘ
ル
ダ
ー
は
カ
ン
ト
の
「
自
然
地
理
学
」
講
義
を
一

七
六
二
年
か
ら
六
四
年
に
か
け
て
聴
講
し
、
そ
の
方
法
を
『
人
類
歴
史
哲
学
考
』
に
応
用
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。



14

　

『
自
然
地
理
学
』
は
広
く
世
界
の
諸
地
域
を
考
察
の
対
象
に
し
て
、
カ
ン
ト
は
ア
ジ
ア
地
域
の
な
か
で
「
日
本
」
に
つ
い
て
も

論
じ
て
い
る
。
そ
の
情
報
源
は
、
主
に
ケ
ン
ペ
ル
の
『
日
本
誌
』
に
あ
る
。
そ
の
英
語
版
を
も
と
に
し
た
ド
イ
ツ
語
版
は
カ
ン
ト

が
「
自
然
地
理
学
」
講
義
を
始
め
る
二
〇
数
年
前
に
は
出
版
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
情
報
源
と
し
て
利
用
で
き
る
状
況
に
あ
っ

た
。
し
か
も
ケ
ン
ペ
ル
は
、
か
つ
て
修
業
時
代
に
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
大
学
で
学
ん
だ
時
期
が
あ
り
、
カ
ン
ト
に
と
っ
て
ケ
ン
ペ

ル
の
『
日
本
誌
』
は
、
日
本
を
論
じ
る
に
身
近
な
資
料
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

ケ
ン
ペ
ル
の
『
日
本
誌
』
を
下
敷
き
に
し
た
『
自
然
地
理
学
』
の
日
本
に
関
す
る
論
述
の
要
点
を
拾
っ
て
み
よ
う
。
ま
ず
は

「
日
本
（N

ip
h
on

）」
の
地
理
的
特
徴
に
つ
い
て
、「
山
地
が
非
常
に
多
く
」
、
あ
ち
こ
ち
に
「
火
山
」
や
「
温
泉
」
が
あ
り
、
気

候
は
「
日
本
の
北
部
は
か
な
り
寒
い
」
が
、
雨
は
「
主
と
し
て
六
月
と
七
月
に
降
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
国
土
は
「
人
口
稠

密
」
で
、
長
崎
か
ら
江
戸
ま
で
「
城
郭
を
も
っ
た
大
都
市
」
と
「
多
数
の
村
々
」
が
続
い
て
い
る
。
統
治
制
度
に
つ
い
て
は
、

「
内
裏
」
の
「
精
神
的
君
主
」（
天
皇
）
と
「
公
方
」
の
「
世
俗
的
君
主
」
（
将
軍
）
に
分
か
れ
る
が
、
公
方
が
「
全
島
の
主
権
」

を
掌
握
し
て
い
る
。
対
外
的
に
国
は
「
異
国
人
に
は
開
か
れ
て
い
な
い
」
が
、「
オ
ラ
ン
ダ
人
と
シ
ナ
人
」
に
だ
け
は
「
出
島
と

い
う
島
」
で
開
か
れ
て
い
る
（
三
七
〇
頁
）。
日
本
人
の
身
体
的
特
徴
は
、
「
平
ら
な
鼻
」「
小
さ
な
眼
」
を
有
し
、
「
体
格
は
小
さ

く
て
、
ず
ん
ぐ
り
し
て
」
お
り
、
「
顔
の
色
は
褐
色
で
、
髪
は
黒
い
」
。
日
本
人
の
性
格
は
「
注
意
深
く
、
誠
実
で
、
行
儀
が
よ
く
、

勤
勉
」
で
、
「
非
常
に
頑
固
で
あ
り
、
死
を
恐
れ
な
い
」（
三
七
一
頁
）
と
さ
れ
る
。
日
本
人
の
宗
教
は
、「
死
去
し
た
人
び
と
の

神
化
さ
れ
た
霊
魂
に
祈
り
を
捧
げ
る
」
も
の
で
、
こ
の
宗
派
の
「
神
道
家
」
を
、「
真
実
の
神
の
崇
拝
者
」
と
見
な
す
人
も
い
る

し
、「
無
神
論
者
」
と
見
な
す
人
も
い
る
と
い
う
。
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
」
は
「
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
像
や
マ
リ
ア
の
画
像
を
足
で
踏

む
こ
と
」
が
強
制
さ
れ
る
（
三
七
二
頁
）。
医
学
で
は
「
モ
グ
サ
の
燃
焼
（
灸
）
と
鍼
を
刺
す
こ
と
」
の
二
つ
の
治
療
法
が
あ
る
。
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工
芸
で
は
「
金
・
銀
・
銅
・
鉄
・
鋼
の
細
工
」
に
す
ぐ
れ
（
三
七
三
頁
）
、
芸
術
作
品
に
は
「
美
し
い
磁
器
や
漆
器
の
類
」
が
あ

る
（
三
七
五
頁
）。

　

日
本
に
つ
い
て
の
カ
ン
ト
の
論
述
は
、
こ
の
よ
う
に
地
理
学
的
な
内
容
に
止
ま
ら
ず
、
自
然
風
土
を
も
と
に
、
日
本
人
の
身
体

的
特
徴
、
統
治
制
度
、
対
外
政
策
、
宗
教
や
工
芸
・
芸
術
な
ど
に
ま
で
及
ん
で
お
り
、
し
か
も
先
入
観
に
捕
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

資
料
に
基
づ
い
て
公
平
な
眼
で
日
本
を
見
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
偏
見
の
眼
で
見
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
「
鎖
国
」
に
つ
い
て

も
、
カ
ン
ト
は
ケ
ン
ペ
ル
の
日
本
情
報
に
基
づ
い
て
、
冷
静
な
判
断
を
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
カ
ン
ト
が
ケ
ン
ペ
ル
の
鎖
国

論
を
念
頭
に
置
い
て
一
七
九
五
年
に
公
刊
し
た
『
永
久
平
和
の
た
め
に
）
6
（

』
の
な
か
に
も
、
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
カ

ン
ト
は
、
日
本
の
鎖
国
政
策
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
で
あ
る
。

「
支
那
と
日
本
と
が
そ
う
い
う
来
訪
者
〔
大
陸
の
文
明
国
家
〕
に
試
み
に
接
し
た
後
で
、
次
の
よ
う
な
対
策
を
と
っ
た
の
は

賢
明
な
措
置
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
…
…
日
本
は
来
航
さ
え
も
た
だ
一
つ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
民
、
つ
ま
り
オ
ラ
ン
ダ
人
に
だ

け
許
し
、
し
か
も
こ
の
オ
ラ
ン
ダ
人
さ
え
囚
人
の
よ
う
に
原
住
民
と
の
交
際
か
ら
閉
め
出
し
た
の
で
あ
る
」（
四
二
二
頁
）。

　

鎖
国
日
本
に
対
す
る
風
当
た
り
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
厳
し
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
時
代
に
、
カ
ン
ト
は
こ
の
よ
う
に
日
本
の
鎖
国
政

策
を
あ
え
て
「
賢
明
な
措
置
」
と
し
て
評
価
す
る
。
日
本
の
鎖
国
政
策
は
、
国
家
の
独
立
と
自
律
の
原
則
に
照
ら
し
て
、
非
難
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
は
国
家
間
の
相
互
関
係
の
原
理
と
し
て
、
独
立
と
自
律
の
観
点
か
ら
、
国

家
が
他
国
に
併
合
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
他
国
に
暴
力
的
に
干
渉
し
な
い
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
こ
う
し
て
カ
ン
ト
は
、
国
家

の
独
立
を
保
障
す
る
た
め
の
国
家
連
合
、
す
な
わ
ち
国
家
間
の
「
国
際
連
合
」
「
平
和
連
合
」（
四
二
〇
頁
）
の
締
結
に
よ
っ
て
、

国
家
は
相
互
に
戦
争
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、「
永
久
平
和
」
へ
と
導
か
れ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
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カ
ン
ト
は
、
こ
の
よ
う
な
国
家
間
の
連
合
に
よ
る
平
和
維
持
の
原
則
か
ら
、
他
国
に
対
す
る
非
友
好
的
な
態
度
を
批
判
す
る
。

そ
の
際
カ
ン
ト
が
非
友
好
的
な
態
度
と
し
て
考
え
て
い
る
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
興
列
強
国
の
覇
権
主
義
で
あ
り
、
「
わ
れ
わ

れ
の
大
陸
〔
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
〕
の
文
明
国
家
、
特
に
商
業
国
家
」（
四
二
二
頁
）
の
他
国
に
対
す
る
征
服
的
な
や
り
方
で
あ
る
。
当

時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
「
商
業
組
織
が
す
べ
て
崩
壊
に
近
づ
い
て
」
い
る
反
面
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ

ラ
ン
ス
を
始
め
と
す
る
新
興
列
強
国
が
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ふ
た
た
び
戦
争
を
」
行
い
、
ア
ジ
ア
へ
の
進
出
を
競
い
合
っ
て
い
た
。

そ
う
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
覇
権
主
義
的
な
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
に
お
い
て
、
カ
ン
ト
は
日
本
の
鎖
国
政
策
を
積
極
的

に
評
価
し
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。

三　

ヘ
ル
ダ
ー
『
人
類
歴
史
哲
学
考
』
と
「
風
土
」
概
念

　

次
に
、
カ
ン
ト
の
「
自
然
地
理
学
」
講
義
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
た
ヘ
ル
ダ
ー
（
一
七
四
四
〜
一
八
〇
三
年
）
の
風
土
論
を
採

り
上
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
彼
は
啓
蒙
思
想
の
席
巻
す
る
一
八
世
紀
後
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
っ
て
、
ゲ
ー
テ
と
並
ぶ
シ
ュ
ト
ル

ム
・
ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ン
グ
の
主
導
者
と
し
て
感
情
を
重
視
し
、
理
性
に
批
判
的
な
懐
疑
の
目
を
向
け
た
。
啓
蒙
主
義
的
な
理
性
に

対
し
て
「
新
し
い
神
話
」
の
理
念
を
提
唱
し
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
で
あ
る
東
方
オ
リ
エ
ン
ト
、
な
か
で
も
イ
ン
ド
神
話
に
眼
を

向
け
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
等
の
ド
イ
ツ
初
期
ロ
マ
ン
主
義
の
先
駆
を
な
し
て
い
る
。
彼
の
こ
う
し
た
脱
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
中
心
主
義
の
志
向
は
、
一
七
六
九
年
の
リ
ガ
か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ン
ト
へ
の
船
旅
を
機
縁
と
し
て
い
る
。
『
一
七
六
九
年
の
私

の
旅
日
記
）
7
（

』
は
航
海
途
上
の
自
由
な
着
想
を
書
き
留
め
た
も
の
で
、
啓
蒙
思
想
の
理
性
主
義
と
は
異
な
る
新
た
な
志
向
が
随
所
に
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見
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
な
か
で
、「
諸
民
族
の
歴
史
」
を
論
じ
る
際
に
利
用
さ
れ
る
べ
き
文
献
と
し
て
「
ケ
ン
ペ
ル
に
よ
る
日
本

の
歴
史
」（
四
〇
頁
）
す
な
わ
ち
『
日
本
誌
』
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、『
人
類
歴
史
哲
学
考
』
に
お
け
る
風
土
論
や
日
本
へ
の
言
及

を
予
感
さ
せ
る
。

　

ヘ
ル
ダ
ー
が
「
風
土
」
概
念
を
基
礎
に
据
え
て
人
類
の
歴
史
を
論
じ
た
の
は
、『
人
類
歴
史
哲
学
考
（Id

een
 zu

r P
h
iloso-

ph
ie d

er G
esch

ich
te d

er M
en

sch
h
eit

）』（
一
七
八
四
〜
九
一
年
）
で
あ
る
。
ヘ
ル
ダ
ー
の
代
表
的
な
こ
の
著
作
は
、
地
球
の

自
然
史
か
ら
人
類
の
歴
史
へ
と
展
開
す
る
壮
大
な
構
想
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
人
類
の
歴
史
を
地
球
と
い
う
「
有
機
組
織

体
」
の
自
然
史
を
基
礎
に
し
て
論
じ
る
と
こ
ろ
に
、
そ
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

「
わ
れ
わ
れ
人
間
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
の
思
想
と
力
は
、
紛
れ
も
な
く
た
だ
わ
れ
わ
れ
の
地
球
─
有
機
組
織
体

（E
rd

-O
rg

an
isation

）
か
ら
発
生
し
成
長
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
創
造
活
動
が
与
え
う
る
純
正
さ
と
精
巧
さ
に
至
る
ま
で
、

長
い
期
間
を
か
け
て
自
ら
を
変
化
さ
せ
変
貌
さ
せ
よ
う
と
努
力
す
る
の
で
あ
る
」（H

D
W
 V

I, 27

）。

　

ヘ
ル
ダ
ー
の
考
え
る
地
球
の
自
然
は
、
人
間
精
神
か
ら
二
元
論
的
に
区
別
さ
れ
た
、
力
学
的
な
因
果
律
の
支
配
す
る
領
域
で
は

な
い
。
む
し
ろ
彼
は
、
自
然
の
生
命
プ
ロ
セ
ス
を
〈
機
械
論
〉
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
〈
目
的
論
〉
に
よ
っ
て
理
解
す
べ

き
だ
考
え
て
い
る
。
生
命
を
貫
い
て
い
る
「
自
然
の
大
き
な
目
的
」
は
、
微
生
物
か
ら
人
間
に
至
る
ま
で
、「
繁
殖
と
保
存
」

（H
D
W
 V

I, 61

）
に
こ
そ
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
生
命
に
内
在
す
る
こ
う
し
た
力
は
、
「
有
機
的
力
（ein

e or-

g
an

isch
e K

raft

）」
（H

D
W
 V

I, 89

）
と
名
付
け
ら
れ
、
そ
の
力
は
自
然
の
外
部
か
ら
加
え
ら
れ
る
力
学
的
な
力
と
は
異
な
っ

て
、
自
然
の
う
ち
に
内
在
す
る
自
己
産
出
的
な
生
命
力
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
自
然
の
な
か
で
変
容
す
る
生
命
体
と
い
う
人
間
の
特
徴
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
こ
う
し
て
ヘ
ル
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ダ
ー
は
、
自
然
風
土
の
な
か
で
自
己
形
成
し
変
容
す
る
人
間
生
命
と
い
う
人
間
観
を
提
示
す
る
の
で
あ
る
。

「
あ
ら
ゆ
る
動
物
に
お
い
て
差
異
性
が
進
展
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
筋
肉
と
神
経
の
構
造
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
は
動
物

で
も
あ
る
人
間
が
、
風
土
（K

lim
ate

）
と
と
も
に
変
容
し
な
い
は
ず
が
あ
ろ
う
か
。
自
然
と
の
類
比
に
し
た
が
っ
て
、
人

間
が
変
容
し
な
い
ま
ま
で
あ
り
続
け
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
一
つ
の
奇
跡
で
あ
ろ
う
」（H

D
W
 V

I, 70

）
。

　

こ
こ
で
人
間
は
自
然
的
存
在
と
し
て
、
動
物
と
類
比
的
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
伝
統
的
な
キ
リ
ス
ト
教

の
神
の
被
造
物
と
し
て
の
人
間
観
と
も
、
ま
た
動
物
か
ら
峻
別
し
理
性
的
存
在
と
し
て
の
特
権
を
与
え
る
近
代
的
な
人
間
観
と
も

異
な
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
ヘ
ル
ダ
ー
は
、
人
間
を
自
然
か
ら
二
元
論
的
に
区
別
す
る
の
で
は
な
く
、
自
然
の
な
か
で
生
命
を
維
持

し
生
活
を
営
む
存
在
と
し
て
理
解
す
る
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
ヘ
ル
ダ
ー
が
こ
う
し
た
人
間
理
解
に
お
い
て
重
視
し
て
い
る
の
は
、

民
族
に
と
っ
て
の
「
土
地
（L

an
d

）」
を
基
盤
と
す
る
風
土
の
意
味
で
あ
る
。
諸
民
族
の
身
体
的
特
徴
や
生
活
様
式
な
ど
が
、
住

ん
で
い
る
土
地
の
風
土
に
よ
っ
て
い
か
に
深
く
規
定
さ
れ
て
い
る
か
が
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

「
ま
ず
第
一
に
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
自
ら
の
土
地
に
順
応
し
て
形
成
さ
れ
た
す
べ
て
の
感
性
的
な
諸
民
族
が
、
な
ぜ
自
ら

の
基
盤
に
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
忠
実
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
基
盤
か
ら
切
り
離
し
が
た
く
感
じ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

諸
民
族
の
身
体
と
生
活
様
式
の
特
徴
、
子
供
の
頃
か
ら
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
あ
ら
ゆ
る
楽
し
み
と
仕
事
、
彼
ら
の
魂
の
視
野

全
体
が
風
土
的
（k

lim
atisch

）
な
の
で
あ
る
。
民
族
か
ら
そ
の
土
地
を
奪
え
ば
、
民
族
か
ら
す
べ
て
の
も
の
を
奪
い
取
っ

た
こ
と
に
な
る
」
（H

D
W
 V

I, 259

）
。

　

へ
ル
ダ
ー
に
よ
れ
ば
、
人
間
は
基
本
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
の
生
活
す
る
土
地
の
風
土
的
あ
り
方
に
よ
っ
て
、
そ
の
身
体
か
ら

魂
に
至
る
ま
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
風
土
と
は
、
た
ん
に
自
然
条
件
だ
け
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
具
体
的
に
は
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「
地
域
の
産
物
」「
人
々
が
味
わ
う
食
べ
物
と
飲
み
物
」
「
人
々
の
従
う
生
活
様
式
」
「
人
々
の
行
う
仕
事
」「
服
装
」
「
習
慣
化
し
た

姿
勢
」「
娯
楽
」
や
「
芸
術
」（H

D
W
 V

I, 266

）
な
ど
、
自
然
条
件
の
な
か
で
形
成
さ
れ
る
民
族
文
化
の
総
体
を
規
定
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
が
土
地
を
基
盤
と
す
る
風
土
に
よ
っ
て
根
源
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、

普
遍
的
な
理
性
能
力
と
い
う
啓
蒙
主
義
的
な
人
間
観
も
、
ま
た
、
国
民
国
家
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い
う
近
代
主
義
的
な
枠
組

み
も
疑
問
に
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
と
風
土
の
な
か
で
育
ま
れ
た
諸
民
族
の
文
化
は
、
国
家
の
う

ち
に
一
元
的
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
多
元
的
な
「
並
存
（N

eb
en

ein
an

d
er

）」
の
秩
序
の
う
ち
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
よ
う
な
「
並
存
」
の
論
理
は
、
異
質
な
文
化
を
相
互
に
承
認
し
て
共
生
し
合
う
こ
と
、
そ
し
て
異
質
な
他
の
文
化
と
交
流
し
合

う
発
想
へ
と
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

　

ヘ
ル
ダ
ー
が
東
方
オ
リ
エ
ン
ト
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
が
、
極
東
の
日
本
に
つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
て
、

『
人
類
歴
史
哲
学
考
』
の
な
か
で
言
及
し
て
い
る
）
8
（

。
確
か
に
、
啓
蒙
主
義
的
な
視
点
か
ら
の
鎖
国
批
判
が
流
布
し
て
い
た
時
代
を

反
映
し
て
、
例
え
ば
日
本
人
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。「
日
本
人
た
ち
は
か
つ
て
野
蛮
人
で
あ
り
、
そ
の
暴

力
的
で
勇
敢
な
性
格
か
ら
し
て
、
確
か
に
冷
酷
で
無
情
な
野
蛮
人
で
あ
っ
た
」（H

D
W
 V

I, 444

）。
こ
う
し
た
日
本
人
に
対
す
る

低
い
評
価
は
、
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
浸
透
し
て
い
た
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
『
法
の
精
神
』
に
お
け
る
刑
罰
の
残
酷
さ
と
い
っ
た
日

本
情
報
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
ヘ
ル
ダ
ー
は
他
方
で
日
本
人
の
文
化
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
高
い
評
価
も
与
え
て
い

る
。「
日
本
人
た
ち
は
隣
人
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
文
字
と
学
問
、
工
芸
と
芸
術
を
学
ん
だ
あ
の
民
族
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
多
く

の
部
分
で
中
国
と
競
い
、
あ
る
い
は
完
全
に
中
国
を
凌
駕
す
る
よ
う
な
一
つ
の
国
家
を
形
成
し
て
き
た
」（ib

id
.

）。
日
本
人
が
中
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国
か
ら
漢
字
や
儒
学
を
取
り
入
れ
、
中
国
磁
器
や
書
画
な
ど
を
学
ん
で
中
国
本
国
を
上
回
る
よ
う
な
文
化
国
家
を
形
成
し
て
き
た

と
い
う
歴
史
を
、
ヘ
ル
ダ
ー
は
鎖
国
日
本
に
対
す
る
一
般
の
偏
見
を
排
し
て
客
観
的
に
評
価
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

ヘ
ル
ダ
ー
に
よ
る
日
本
評
価
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
に
よ
る
文
化
の
一
元
的
統
合
を
排
し
て
、
む
し
ろ
文
化
の
多
元
主
義
的

並
存
の
原
理
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

四　

ヘ
ー
ゲ
ル
歴
史
哲
学
と
地
理
学

　

ヘ
ー
ゲ
ル
の
歴
史
哲
学
は
、
ヘ
ル
ダ
ー
の
『
人
類
歴
史
哲
学
考
』
な
ど
先
行
す
る
歴
史
哲
学
や
地
理
学
か
ら
の
影
響
を
受
け
て

形
成
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
で
に
一
八
〇
三
年
の
論
文
「
自
然
法
の
学
的
取
り
扱
い
に
つ
い
て
」（『
哲
学
批
判
雑

誌
』
所
収
）
は
、
民
族
の
「
歴
史
」
を
「
風
土
」
と
結
び
つ
け
て
論
じ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
あ
る
民
族
の
特
定
の
風
土

（K
lim

a

）」
と
「
こ
の
民
族
の
時
代
」
が
連
関
し
合
っ
て
お
り
、
そ
の
連
関
の
環
は
、「
前
者
〔
風
土
〕
の
側
面
か
ら
見
れ
ば
地

理
学
に
基
づ
い
て
、
後
者
〔
時
代
〕
の
側
面
か
ら
見
れ
ば
歴
史
に
基
づ
い
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（H

W
 II, 521f.

）
と
い

う
。
こ
こ
に
は
一
つ
の
民
族
を
、
空
間
軸
を
な
す
地
理
と
時
間
軸
を
な
す
歴
史
に
よ
っ
て
把
握
す
る
基
本
的
な
視
点
が
打
ち
出
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
民
族
の
「
歴
史
」
を
そ
の
民
族
の
地
理
的
特
性
を
な
す
「
風
土
」
と
不
可
分
の
も
の
と
す
る
発
想
は
、
先

行
す
る
風
土
論
の
系
譜
か
ら
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

　

ヘ
ー
ゲ
ル
は
そ
の
後
「
歴
史
」
に
つ
い
て
構
想
を
膨
ら
ま
せ
て
ゆ
き
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
「
自
然
法
と
国
家
学
」
講
義

（
一
八
一
七
／
一
八
年
冬
学
期
）
の
「
国
家
」
章
に
「
世
界
史
」
節
を
織
り
込
む
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
は
「
個
々
の
民
族
の
歴
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史
」
が
、
諸
民
族
に
固
有
の
「
自
然
の
側
面
」
（H

V
 I, 258

）
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
さ
れ
る
。
そ
の
「
自
然
の
側
面
」
と
は
、

諸
民
族
の
基
盤
を
な
す
地
理
や
風
土
の
こ
と
で
、
諸
民
族
の
多
様
な
歴
史
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
然
諸
条
件
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
諸
民
族
の
歴
史
の
多
様
性
は
、
自
然
の
「
相
互
外
在
性
」
の
原
理
か
ら
理
解
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
諸
民
族
の
多
様
性
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
ヘ
ル
ダ
ー
に
よ
る
諸
民
族
の
文
化
「
並
存
」
の
原
理
か
ら
つ
な
が
る
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
歴
史
の
地
理
的
基
礎
の
発
想
は
、
ヘ
ル
ダ
ー
の
影
響
を
受
け
た
ド
イ
ツ
の
地
理
学
者
カ
ー
ル
・
リ
ッ
タ

ー
（C

arl R
itter 1779

─1859

）
か
ら
受
容
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
主
著
『
自
然
と
人
間
の
歴
史
へ
の
関
連
に
お
け
る
地
理
学

（D
ie E

rd
ku

n
d
e im

 V
erh

aeltn
is zu

r N
atu

r u
n
d
 zu

r G
esch

ich
te d

es M
en

sch
en

）』（
一
八
一
七
／
一
八
年
）
に
お
け
る

人
間
の
歴
史
を
自
然
地
理
と
関
連
づ
け
る
方
法
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
世
界
史
の
哲
学
」
講
義
に
お
い
て
、
民
族
精
神
に
と
っ
て
の

「
地
理
的
基
礎
」
と
し
て
活
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

「
世
界
史
の
哲
学
（P

h
ilosop

h
ie d

er W
eltg

esch
ich

te

）
」
と
題
し
た
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
の
講
義
は
、
一
八
二
二
年
か
ら
一

八
三
一
年
に
至
る
約
一
〇
年
間
に
渡
っ
て
隔
年
で
計
五
回
開
講
さ
れ
た
。
そ
の
初
回
の
講
義
が
三
人
の
講
義
筆
記
録
を
も
と
に
編

集
さ
れ
、
そ
の
内
容
が
新
版
テ
ク
ス
ト
）
9
（

（「
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
版
」
）
と
し
て
よ
う
や
く
一
九
九
六
年
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
新
版
テ

ク
ス
ト
は
こ
れ
ま
で
一
般
に
使
用
さ
れ
て
き
た
旧
版
テ
ク
ス
ト
）
10
（

（「
グ
ロ
ッ
ク
ナ
ー
版
」
な
ど
）
と
は
異
な
る
内
容
を
少
な
か
ら

ず
含
ん
で
い
る
。
初
回
講
義
の
特
徴
は
、
諸
民
族
の
地
理
的
基
礎
に
関
す
る
論
述
が
随
所
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

諸
民
族
が
歴
史
的
に
形
成
し
て
き
た
国
家
に
つ
い
て
、
そ
の
「
有
機
的
シ
ス
テ
ム
」（H

V
 X

II, 82

）
の
内
的
構
造
が
三
つ
の
側

面
に
区
分
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
精
神
文
化
に
関
わ
る
「
宗
教
・
芸
術
・
学
問
の
内
容
」
、
経
済
活
動
な
ど
「
欲
求
に
関
わ
る
有

限
性
の
内
容
」、
そ
し
て
「
風
土
（K

lim
a

）
や
土
地
（B

od
en

」
と
い
っ
た
「
国
家
の
自
然
的
側
面
」
と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
国
家
の
自
然
的
側
面
を
な
す
と
さ
れ
る
「
風
土
」
が
、
国
家
全
体
の
基
底
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
諸
民
族
は
自
然
風
土

を
地
理
的
土
台
と
し
て
経
済
活
動
を
行
い
、
そ
の
上
に
固
有
の
精
神
文
化
を
形
成
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
国
家
体
制
全
体
が
重
層

的
な
構
造
と
し
て
把
握
さ
れ
る
の
で
あ
る
。「
こ
う
し
た
地
理
的
土
台
は
、
歴
史
に
と
っ
て
外
的
な
場
と
し
て
受
け
取
ら
れ
て
は

な
ら
な
い
。
…
…
諸
民
族
は
そ
の
よ
う
な
土
台
の
上
に
登
場
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
性
（L

ok
alität

）
と
関
連
す
る
特
定
の

性
格
を
有
し
て
い
る
」（H

V
 X

II, 106

）
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
諸
民
族
の
精
神
を
そ
の
地
理
的
土

台
で
あ
る
「
地
域
性
」
と
関
連
づ
け
、
「
地
域
性
」
の
な
か
で
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
固
有
の
精
神
文
化
が
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
る
と

考
え
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
地
理
的
条
件
の
違
い
に
よ
る
国
家
体
制
の
区
分
が
論
じ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
地
理
的
条
件
を
基
礎
に
し
て
オ
リ
エ
ン

ト
、
ギ
リ
シ
ア
、
ロ
ー
マ
、
ゲ
ル
マ
ン
と
い
う
各
世
界
に
区
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
体
制
が
自
由
の
意
識
の
発
展
に
応
じ
て

「
専
制
」「
民
主
制
」「
貴
族
制
」「
君
主
制
」
と
規
定
づ
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
が
、
東
方
か
ら
西
方
へ
の
空
間
的

方
位
に
時
間
軸
が
重
ね
ら
れ
、
世
界
史
の
行
程
と
し
て
歴
史
的
に
配
列
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
歴
史
は
自
然
性
を
基
礎
に
し
な
が
ら

も
、
「
よ
り
高
次
の
歴
史
は
精
神
の
歴
史
で
あ
る
」（H

V
 X

II, 92

）
と
し
て
、
世
界
史
が
自
由
の
意
識
の
発
展
と
し
て
構
成
さ
れ

る
。
し
か
し
精
神
は
自
然
か
ら
分
離
し
て
は
あ
り
え
ず
、
も
し
精
神
が
自
然
か
ら
乖
離
す
れ
ば
抽
象
的
な
観
念
で
し
か
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
精
神
は
「
自
然
的
な
あ
り
方
に
お
い
て
よ
う
や
く
現
実
に
存
在
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
〔
精
神
の
〕

自
然
側
面
（N

atu
rseite

）
で
あ
る
」（H

V
 X

II, 107

）
と
い
う
よ
う
に
、
諸
民
族
の
精
神
が
自
然
諸
条
件
を
基
盤
に
し
て
把
握

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
版
で
は
、
ヘ
ル
ダ
ー
や
カ
ー
ル
・
リ
ヒ
タ
ー
か
ら
受
容
し
た
風
土
論
的
・

地
理
学
的
視
点
と
、
自
由
の
意
識
の
発
展
と
い
う
啓
蒙
主
義
的
と
も
い
う
べ
き
歴
史
的
視
点
が
、「
世
界
史
の
哲
学
」
の
な
か
に
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統
合
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
が
そ
の
よ
う
な
新
版
テ
ク
ス
ト
と
比
較
し
て
み
る
と
、
グ
ロ
ッ
ク
ナ
ー
版
を
始
め
と
す
る
旧
版
テ
ク
ス
ト
で
は
世
界
史

が
、
自
由
を
知
る
人
数
に
よ
っ
て
三
段
階
に
区
分
さ
れ
、
世
界
史
の
行
程
が
図
式
化
さ
れ
て
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
「
オ

リ
エ
ン
ト
は
た
だ
一
人
が
自
由
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
し
、
ま
た
知
っ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
ギ
リ
シ
ア
と
ロ
ー
マ
世
界
は
若

干
の
人
々
が
自
由
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
ゲ
ル
マ
ン
世
界
は
万
人
が
自
由
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
」（H

S
W
 X

I, 

150

）
。
こ
の
よ
う
に
自
由
を
知
る
人
数
に
よ
っ
て
世
界
史
の
行
程
を
描
く
図
式
は
、
新
版
テ
ク
ス
ト
に
は
見
ら
れ
な
い
。
旧
版
テ

ク
ス
ト
に
見
ら
れ
る
こ
う
し
た
図
式
は
確
か
に
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
に
よ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
最
終
講
義
の
た
め
の
草
稿
で
、
こ
の

図
式
を
「
た
だ
取
り
あ
え
ず
暫
定
的
に
」
（G
W
 X

V
III, 154

）
提
示
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
断
っ
て
い
る
。
し
か
し
グ

ロ
ッ
ク
ナ
ー
版
以
降
の
編
集
に
よ
っ
て
図
式
が
単
純
化
さ
れ
、
そ
の
図
式
が
あ
た
か
も
「
世
界
史
の
哲
学
」
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で

あ
る
か
の
よ
う
に
一
人
歩
き
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
世
界
史
の
行
程
が
自
由
の
意
識
の
時
間
系
列
に
お
け
る

発
展
と
い
う
単
線
的
な
実
体
と
し
て
表
象
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
の
地
理
的
・
空
間
的
な
違
い
と
諸
民
族
の
地
域
文
化
の
固
有

性
が
見
え
に
く
く
な
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

　

「
世
界
史
の
哲
学
」
講
義
の
内
容
構
成
は
、「
地
理
」
と
「
歴
史
」
の
両
軸
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
初
回
の
講
義
か
ら
見
る
と
、

ヘ
ー
ゲ
ル
の
弟
子
た
ち
に
よ
る
テ
ク
ス
ト
編
集
も
相
ま
っ
て
、
自
由
の
発
展
を
歴
史
軸
と
す
る
方
向
へ
変
容
し
て
い
っ
た
。
わ
れ

わ
れ
は
そ
の
よ
う
な
変
容
の
歴
史
的
背
景
を
見
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
「
世
界
史
の
哲
学
」
を
ベ
ル
リ
ン
大

学
で
講
じ
た
一
八
二
二
年
か
ら
一
八
三
一
年
の
時
期
は
、
一
八
一
五
年
か
ら
始
ま
っ
た
ウ
ィ
ー
ン
体
制
が
、
ド
イ
ツ
・
ブ
ル
シ
ェ

ン
シ
ャ
フ
ト
の
自
由
主
義
運
動
を
抑
圧
す
べ
く
反
動
化
を
強
め
つ
つ
あ
っ
た
時
代
で
あ
る
。
こ
う
し
た
歴
史
的
状
況
の
な
か
で
、
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自
由
の
発
展
を
軸
に
し
た
「
世
界
史
の
哲
学
」
講
義
に
は
、
ウ
ィ
ー
ン
体
制
下
で
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
の
自
由
主
義
的
な
国
家
政
策

を
哲
学
的
に
体
現
す
る
と
い
う
ヘ
ー
ゲ
ル
の
意
図
が
働
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
に
対
す
る
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国

の
対
抗
関
係
は
、
政
治
の
領
域
だ
け
で
は
な
く
宗
教
の
領
域
に
も
深
く
根
差
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
の
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
の
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
の
対
抗
関
係
と
い
う
構
図
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
オ
ー
ス
ト
リ

ア
帝
国
の
宗
教
的
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
な
す
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
批
判
が
、
晩
年
の
講
義
で
よ
り
明
確
に
打
ち
出

さ
れ
る
一
方
で
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
自
由
の
精
神
と
そ
の
国
家
体
制
へ
の
実
現
も
ま
た
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
「
世
界
史
の
哲
学
」
講
義
の
な
か
で
、
日
本
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、

自
由
の
意
識
の
発
展
と
い
う
歴
史
的
視
点
か
ら
、
オ
リ
エ
ン
ト
世
界
全
体
が
専
制
体
制
と
し
て
自
由
の
最
も
低
い
世
界
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
ア
ジ
ア
の
な
か
で
も
い
ま
だ
鎖
国
下
に
あ
っ
た
極
東
日
本
は
、「
世
界
史
の
哲
学
」
講
義
で
は
完
全
に
埒

外
に
置
か
れ
て
い
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
日
本
に
つ
い
て
生
涯
の
テ
ク
ス
ト
を
通
し
て
言
及
し
た
の
は
、
次
の
引
用
で
示
す
た
っ
た
一

箇
所
だ
け
で
あ
る
。
「
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
つ
い
で
の
折
に
、
日
本
人
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
数
多
く
の
公
開
で
の
残
虐
な
処
刑
が
、
こ
の
国
民
の
性
格
を
野
蛮
で
、
刑
罰
そ
の
も
の
や
犯
罪
に
対
し
て
無
関
心
な
も
の
に

し
て
き
た
」（H

W
 I, 440

）。
こ
の
よ
う
に
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
名
を
挙
げ
て
、
日
本
の
処
刑
の
残
虐
さ
と
日
本
人
の
野
蛮
を
論

じ
る
の
は
、
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
流
布
し
て
い
た
日
本
に
つ
い
て
の
啓
蒙
主
義
的
批
判
を
踏
襲
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
ケ
ン
ペ

ル
や
ヘ
ル
ダ
ー
の
日
本
論
に
つ
い
て
、
情
報
と
し
て
も
ち
ろ
ん
知
り
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
「
世
界
史
の
哲
学
」
講
義
の
行
わ
れ
た
時
代
状
況
と
ヘ
ー
ゲ
ル
の
歴
史
意
識
が
如
実
に
表

れ
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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五　

和
辻
哲
郎
の
風
土
論

　

最
後
に
、
日
本
に
お
け
る
哲
学
的
風
土
論
と
し
て
、
近
代
日
本
に
お
い
て
「
風
土
」
を
哲
学
的
な
視
点
か
ら
先
駆
的
に
主
題
化

し
た
和
辻
哲
郎
（
一
八
八
九
〜
一
九
六
〇
年
）
の
『
風
土
│
人
間
学
的
考
察
』（
一
九
三
五
年
）
を
採
り
上
げ
て
み
よ
う
）
11
（

。
和
辻

は
そ
こ
に
収
め
ら
れ
た
「
芸
術
の
風
土
的
性
格
」
の
な
か
で
、
そ
の
論
考
を
初
め
て
公
に
し
た
一
九
二
九
年
（
昭
和
四
年
）
か
ら

過
去
四
〇
年
間
を
振
り
返
っ
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
こ
の
四
〇
年
の
間
に
は
、
人
類
の
歴
史
が
始
ま
っ
て

以
来
い
ま
だ
か
つ
て
現
出
し
た
こ
と
の
な
い
新
し
い
世
界
の
姿
が
成
り
立
っ
た
」
と
し
て
、「
政
治
と
経
済
と
は
全
世
界
を
通
じ

て
敏
活
に
影
響
し
」
合
い
、
「
あ
ら
ゆ
る
文
化
は
互
い
に
交
錯
し
、
染
め
合
い
、
響
き
合
う
」（
一
七
一
頁
）
に
至
っ
て
い
る
と
い

う
。
彼
は
交
通
手
段
の
世
界
的
拡
大
を
念
頭
に
置
い
て
、「
全
世
界
の
文
化
の
接
触
が
著
し
い
」
時
代
に
お
い
て
「
世
界
は
あ
た

か
も
「
一
つ
の
と
こ
ろ
」
に
化
し
た
よ
う
に
見
え
る
」（
一
七
一
〜
二
頁
）
と
し
て
、
世
界
の
な
か
に
進
行
す
る
文
化
の
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
和
辻
が
強
調
し
た
か
っ
た
の
は
、
世
界
が
「
一
つ
の
と
こ
ろ
」

に
均
質
化
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
世
界
の
な
か
に
分
か
れ
て
あ
る
「
と
こ
ろ
」
の
相
違
と
多
様
性
が
際
立
つ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
「「
と
こ
ろ
」
の
相
違
を
無
視
し
た
芸
術
品
」
が
世
界
中
に
拡
が
る
文
化
現
象
に
対
し
て
、
和
辻
は
芸
術
作
品
を

「「
と
こ
ろ
」
の
生
活
の
深
み
か
ら
生
い
育
っ
た
も
の
」
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

和
辻
の
風
土
論
の
特
徴
は
、
人
間
存
在
の
あ
り
方
に
地
理
的
・
空
間
的
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

彼
が
「
風
土
」
概
念
に
注
目
し
た
の
は
、
周
知
の
よ
う
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
『
存
在
と
時
間
』
の
な
か
の
、
と
り
わ
け
人
間
存
在
の
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「
時
間
性
」
に
触
発
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
人
間
存
在
を
時
間
性
と
い
う
視
点
か
ら
捉
え
よ
う
と
す
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
対
し
て
、

和
辻
は
人
間
存
在
を
「
と
き
」
と
い
う
歴
史
性
と
と
も
に
、「
と
こ
ろ
」
と
い
う
空
間
的
・
地
理
的
要
素
と
結
び
つ
い
た
「
風
土

性
」
と
い
う
視
点
か
ら
捉
え
返
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

「
歴
史
性
の
み
が
社
会
的
存
在
の
構
造
な
の
で
は
な
い
。
風
土
性
も
ま
た
社
会
的
存
在
の
構
造
で
あ
り
、
そ
う
し
て
歴
史
性

と
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
歴
史
性
と
風
土
性
と
の
合
一
に
お
い
て
い
わ
ば
歴
史
は
肉
体
を
獲
得
す
る
」
（
一

六
頁
）。

　

こ
の
よ
う
に
和
辻
は
、
社
会
的
存
在
と
し
て
の
人
間
を
歴
史
性
と
風
土
性
と
の
合
一
と
い
う
視
点
か
ら
理
解
し
よ
う
と
す
る
。

た
だ
し
合
一
と
は
い
っ
て
も
、
人
間
の
歴
史
性
に
対
し
て
空
間
と
し
て
の
「
と
こ
ろ
」
の
風
土
性
を
あ
え
て
主
張
す
る
と
こ
ろ
に

和
辻
の
風
土
論
の
眼
目
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
和
辻
の
風
土
論
は
し
か
し
、
彼
の
独
創
で
は
な
く
、『
風
土
』
の
「
第
五
章　

風

土
学
の
歴
史
的
考
察
」
の
な
か
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
「
風
土
学
」
の
系
譜
の
第
一
に
ヘ
ル
ダ
ー
の
名
を
挙
げ
て
い
る
よ
う

に
、
そ
の
『
人
類
歴
史
哲
学
考
』
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
る
。
和
辻
の
風
土
論
は
、
ヘ
ル
ダ
ー
が
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
啓
蒙
主
義

的
な
理
性
を
相
対
化
す
る
た
め
に
、「
風
土
」
と
い
う
概
念
を
歴
史
哲
学
構
想
に
導
入
し
た
発
想
か
ら
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、
ヘ
ル
ダ
ー
の
風
土
論
の
方
法
に
対
す
る
和
辻
の
次
の
よ
う
な
評
価
に
も
現
れ
て
い
る
。

「
他
〔
ヘ
ル
ダ
ー
〕
の
方
法
は
、
人
間
生
活
そ
の
も
の
が
風
土
的
で
あ
る
と
い
う
具
体
的
な
姿
を
重
ん
じ
、
人
間
か
ら
引
き

離
し
た
風
土
、
風
土
か
ら
引
き
離
し
た
人
間
と
い
う
ご
と
き
抽
象
的
な
も
の
を
問
題
と
せ
ず
、
人
間
の
生
の
構
造
の
契
機
と

し
て
風
土
を
考
察
す
る
方
法
で
あ
る
」（
二
一
三
頁
）。

　

和
辻
は
ヘ
ル
ダ
ー
の
方
法
を
自
ら
の
『
風
土
』
に
取
り
入
れ
、
人
間
の
生
の
構
造
を
風
土
と
不
可
分
に
論
じ
る
の
で
あ
る
。
和
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辻
が
ヘ
ル
ダ
ー
の
風
土
論
か
ら
得
た
戦
略
は
、
異
な
る
文
化
の
「
並
存
」
の
原
理
に
よ
っ
て
、
近
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
を

脱
中
心
化
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

和
辻
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
風
土
学
の
系
譜
に
、
ヘ
ル
ダ
ー
と
並
べ
て
も
う
一
人
ヘ
ー
ゲ
ル
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
ヘ
ー
ゲ

ル
の
「
歴
史
哲
学
」
を
時
間
軸
に
よ
っ
て
理
解
す
る
通
説
に
対
し
て
、
和
辻
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
世
界
史
の
哲
学
」
講
義
か
ら
「
精

神
の
風
土
学
」
（
二
三
〇
頁
）
を
読
み
取
っ
て
い
る
こ
と
は
、
慧
眼
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
和
辻
が
依
拠
し
た
グ
ロ
ッ
ク

ナ
ー
版
で
は
、
「
世
界
史
の
地
理
的
基
礎
」
が
「
序
論
」
の
中
の
一
節
と
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
彼
は
そ
れ
に
着
目
し
た
わ
け

で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
和
辻
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
世
界
史
を
「
自
由
の
意
識
の
発
展
」
の
歴
史
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
眼
界

の
狭
小
」
と
批
判
す
る
。
む
し
ろ
和
辻
は
、
自
由
を
基
準
に
し
て
世
界
を
歴
史
的
に
序
列
化
す
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
歴
史
主
義
的
視
点

に
対
し
て
、「
世
界
史
は
風
土
的
に
異
な
る
諸
国
民
に
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
場
所
を
与
え
得
な
く
て
は
な
ら
な
い
」（
二
三
二
頁
）
と
い

う
よ
う
に
、
世
界
史
の
風
土
論
的
視
点
を
対
置
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
和
辻
の
風
土
論
的
視
点
の
基
底
に
は
、
人
間
を
「
間
柄
」
と
し
て
理
解
す
る
彼
の
人
間
存
在
に
つ
い
て
の
哲
学
が

あ
る
。
そ
し
て
、
間
柄
を
媒
介
に
し
た
人
間
の
自
然
へ
の
「
か
か
わ
り
」
に
、「
風
土
性
」
の
概
念
を
導
入
す
る
。「
風
土
性
」
概

念
の
導
入
に
よ
っ
て
、
自
然
を
「
歴
史
性
」
の
下
位
に
位
置
づ
け
る
発
想
に
対
し
て
、
人
間
存
在
の
う
ち
に
自
然
性
の
契
機
を
織

り
込
み
、
そ
の
自
然
性
に
人
間
文
化
全
体
の
基
盤
を
見
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
我
々
は
さ
ら
に
〔
家
屋
、
着
物
、
食
物
な
ど
か

ら
〕
風
土
の
現
象
を
文
芸
、
美
術
、
宗
教
、
風
習
な
ど
あ
ら
ゆ
る
人
間
生
活
の
表
現
の
う
ち
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
」（
一

三
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
和
辻
は
人
間
存
在
の
「
風
土
性
」
を
、
卑
近
な
日
常
生
活
か
ら
人
間
文
化
全
体
に
ま
で
及
ぼ
そ
う
と
す

る
の
で
あ
る
。
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人
間
の
生
活
か
ら
精
神
文
化
全
体
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
「
風
土
」
は
、
そ
れ
で
は
地
理
的
・
空
間
的
に
ど
の
よ
う
に
類
型
的

に
区
分
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
和
辻
は
風
土
を
「
モ
ン
ス
ー
ン
型
」「
砂
漠
型
」「
牧
場
型
」
の
三
類
型
に
区
分
し
、
そ
の
そ
れ

ぞ
れ
の
類
型
を
地
理
的
に
ア
ジ
ア
・
中
東
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
地
域
に
ほ
ぼ
対
応
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
類
型
区
分
は
、

和
辻
が
日
本
か
ら
ド
イ
ツ
へ
航
海
し
た
旅
行
者
と
し
て
の
体
験
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
直
観
的
に
止
ま
っ
て
い

る
こ
と
は
、
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
国
境
を
越
え
た
異
文
化
と
の
遭
遇
と
い
う
体
験
は
、
近
代
的
な

国
民
国
家
の
枠
を
超
え
る
発
想
を
可
能
に
し
た
と
言
え
よ
う
。
た
と
え
ば
、
中
国
と
い
う
国
家
の
な
か
で
も
「
揚
子
江
地
方
」
と

「
黄
河
地
方
」
と
い
う
よ
う
な
地
域
性
に
よ
る
区
分
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。
気
候
や
地
形
を
基
礎
に
し
た
風
土
性
は
、
近
代
的

な
国
民
国
家
の
枠
に
は
収
ま
り
き
ら
な
い
本
性
を
有
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
和
辻
の
風
土
論
に
も
、
風
土
の
類
型
を
近
代
的
な
国
民
国
家
の
枠
内
で
適
用
す
る
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
る
の
も
事

実
で
あ
る
。
例
え
ば
モ
ン
ス
ー
ン
型
の
類
型
が
日
本
で
は
「
台
風
的
性
格
」
を
帯
び
る
と
し
て
、
和
辻
は
日
本
人
の
「
国
民
的
性

格
」
を
、「
し
め
や
か
な
激
情
、
戦
闘
的
な
恬
淡
）
」
（
一
三
八
頁
）
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
、
国
民
国
家
の
枠
組
み
に

よ
っ
て
日
本
人
の
「
国
民
的
性
格
」
を
括
る
結
果
と
し
て
、
日
本
に
お
け
る
地
方
の
風
土
と
文
化
の
多
様
な
あ
り
方
に
つ
い
て
の

考
察
が
副
次
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
日
本
風
土
の
「
台
風
的
性
格
」
は
、
台
風
の
影
響
を
受
け
る
主
に
九
州
か
ら

西
日
本
、
そ
し
て
東
日
本
の
太
平
洋
側
に
つ
い
て
は
妥
当
し
て
も
、
そ
の
影
響
の
比
較
的
少
な
い
東
北
地
方
や
北
海
道
に
は
必
ず

し
も
妥
当
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
激
情
」
や
「
恬
淡
」
と
い
う
よ
り
も
「
忍
耐
」
と
い
っ
た
東
北
地
方
に
見
ら
れ
る
人
々
の
性

格
は
、「
台
風
的
性
格
」
と
は
異
な
っ
て
、
寒
冷
な
東
北
地
方
特
有
の
自
然
風
土
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う

し
て
み
る
と
、「
台
風
的
性
格
」
を
日
本
人
の
「
国
民
的
性
格
」
と
規
定
す
る
こ
と
は
、
地
域
に
よ
る
風
土
的
な
差
異
を
軽
視
す
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る
結
果
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
和
辻
の
風
土
論
は
、
風
土
に
よ
る
文
化
の
多
様
性
を
国
民
国
家
と
い
う
近

代
的
枠
組
み
の
な
か
に
押
し
込
め
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
意
味
で
和
辻
の
議
論
は
、
近
代
主
義
的
な
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
性
格
を
帯
び
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
和
辻
は
戦
後
に
な
っ
て
、
日
本
の
「
鎖
国
」
を
日
本
民
族
の
反
省
す
べ
き
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。

彼
の
戦
後
の
著
作
『
鎖
国
│
日
本
の
悲
劇
）
12
（

』
を
、
戦
前
の
著
作
『
風
土
│
人
間
学
的
考
察
』
と
の
対
比
に
お
い
て
検
証
す
る
こ
と

に
し
よ
う
。

　

和
辻
は
終
戦
を
前
に
し
た
一
九
四
五
年
、
戦
後
日
本
を
見
据
え
て
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
研
究
成
果
を
終
戦
後
の
一
九
五

〇
年
に
、『
鎖
国
│
日
本
の
悲
劇
』
と
し
て
出
版
す
る
。
そ
の
序
説
の
な
か
で
和
辻
は
、「
太
平
洋
戦
争
の
敗
北
に
よ
っ
て
日
本
民

族
は
実
に
情
け
な
い
姿
を
さ
ら
け
出
し
た
」（
一
五
頁
）
と
い
う
現
実
を
前
に
し
て
、
日
本
民
族
の
「
欠
点
や
弱
所
」
に
「
罵
倒

の
言
葉
を
投
げ
か
け
る
」
の
で
は
な
く
、
「
そ
の
欠
点
や
弱
所
の
深
刻
な
反
省
を
試
み
、
何
が
わ
れ
わ
れ
に
足
り
な
い
の
で
あ
る

か
を
精
確
に
把
握
し
て
お
く
こ
と
」
を
、
執
筆
意
図
と
し
て
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
日
本
民
族
の
欠
点
を
「
科
学
的
精
神
の
欠

如
」
に
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
原
因
が
、
欧
米
で
は
三
〇
〇
年
を
費
や
し
て
科
学
的
精
神
を
発
展
さ
せ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
日
本
民
族
は
二
五
〇
年
間
の
鎖
国
に
よ
っ
て
科
学
的
精
神
の
影
響
を
遮
断
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
て

鎖
国
こ
そ
が
敗
戦
に
至
っ
た
最
大
の
原
因
と
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
日
本
民
族
の
欠
点
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、「
鎖
国
が
何
を
意

味
し
て
い
た
か
を
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
こ
の
よ
う
な
序
説
で
述
べ
ら
れ
た
執
筆
意
図
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
文
で
は
ほ
と
ん
ど
が
、
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
に
始
ま

る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
方
へ
の
、
さ
ら
に
西
方
へ
の
視
圏
の
拡
大
、
そ
し
て
世
界
的
視
圏
か
ら
見
た
一
五
・
六
世
紀
近
世
初
頭
に
お
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け
る
鎖
国
以
前
の
日
本
の
叙
述
に
費
や
さ
れ
て
お
り
、
鎖
国
そ
の
も
の
に
関
す
る
叙
述
は
、
大
部
な
本
書
の
う
ち
の
最
後
わ
ず
か

一
四
頁
ほ
ど
に
す
ぎ
な
い
。
和
辻
が
結
論
と
し
て
日
本
民
族
に
欠
け
て
い
た
と
す
る
の
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
航
海
者
「
ヘ
ン
リ
王

子
の
精
神
」（
五
四
六
頁
）
で
あ
り
、
「
無
限
探
求
の
精
神
」
で
あ
る
。
そ
し
て
鎖
国
に
至
っ
た
理
由
が
、「
こ
の
冒
険
心
の
欠
如
、

精
神
的
な
怯
懦
」
に
求
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
「
日
本
人
は
近
世
の
動
き
か
ら
遮
断
さ
れ
て
い
た
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
『
鎖
国
』
に
お
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
精
神
と
比
較
し
て
日
本
民
族
の
精
神
的
欠
点
が
指
摘
さ
れ
る
だ
け
で
、
和
辻
が
執

筆
意
図
で
掲
げ
た
「
鎖
国
が
何
を
意
味
し
て
い
た
か
」
と
い
う
問
題
が
十
分
に
分
析
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　

そ
れ
で
は
和
辻
の
『
鎖
国
』
は
、『
風
土
』
と
対
照
し
て
み
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
問
題
を
孕
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
）
13
（

。
わ

れ
わ
れ
は
『
風
土
』
で
論
じ
ら
れ
た
視
点
が
、『
鎖
国
』
の
な
か
で
は
希
薄
に
な
っ
て
い
る
と
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

『
風
土
』
は
民
族
文
化
の
並
存
と
い
う
多
文
化
主
義
的
な
視
点
を
原
理
と
し
て
い
た
が
、『
鎖
国
』
で
は
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
科

学
的
精
神
」
を
原
理
と
し
、
そ
れ
を
規
準
に
し
て
鎖
国
日
本
を
断
罪
す
る
。
そ
の
結
果
、
江
戸
日
本
に
お
け
る
文
化
の
独
自
な
発

展
を
評
価
す
る
視
点
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
日
本
の
敗
戦
と
い
う
事
態
に
直
面
し
た
和
辻
は
、

か
つ
て
の
風
土
論
的
な
世
界
観
か
ら
、
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
科
学
的
精
神
」
と
い
う
原
理
に
よ
っ
て
、
歴
史
の
進
歩
を
主
軸
に

し
た
啓
蒙
主
義
的
な
世
界
史
観
に
転
じ
た
と
い
え
よ
う
。

　

和
辻
の
『
風
土
』
の
基
本
的
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
鎖
国
下
の
日
本
も
ま
た
、
日
本
の
風
土
の
な
か
で
育
ま
れ
た
独
自
の
文
化
が

評
価
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
鎖
国
下
の
日
本
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
視
点
か
ら
の
歴
史
的
評
価
が
必
要
に
な
ろ

う
。
第
一
は
、
鎖
国
に
よ
っ
て
日
本
が
海
外
に
対
し
て
完
全
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
出
島
と
い
う
狭
い
窓
口
と
は

い
え
、
中
国
・
朝
鮮
と
の
交
流
や
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
を
介
し
た
交
易
に
よ
っ
て
、
中
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
の
受
容
が
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あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
江
戸
博
物
学
や
蘭
学
な
ど
の
発
展
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。
儒
学
者
で
あ
る
貝
原
益
軒

（
一
六
三
〇
〜
一
七
一
四
年
）
の
『
大
和
本
草
』（
一
七
〇
九
年
）
は
、
植
物
・
動
物
・
鉱
物
な
ど
の
自
然
物
が
分
類
・
記
述
さ
れ

た
日
本
最
初
の
博
物
誌
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
、
そ
の
な
か
に
は
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
渡
来
品
も
二
九
種
含
ま
れ
て
い
て
、
中
国
だ

け
で
は
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
目
が
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。
そ
の
後
、
西
洋
の
博
物
学
が
蘭
学
者
た
ち
に
よ
っ
て

本
格
的
に
受
容
さ
れ
、
江
戸
博
物
学
の
隆
盛
を
見
る
こ
と
に
な
る
。
一
七
二
〇
年
（
享
保
五
年
）
に
は
将
軍
吉
宗
に
よ
っ
て
洋
書

輸
入
が
解
禁
さ
れ
、
医
学
や
博
物
学
な
ど
の
洋
書
が
輸
入
・
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
幕
府
の
医
師
で
本
草
家
の
野
呂
元
丈
（
一
六
九

三
〜
一
七
六
一
年
）
は
、
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
広
く
読
ま
れ
て
い
た
ド
ド
エ
ン
ス
『
草
木
誌
』
の
オ
ラ
ン
ダ
語
版
を
『
阿
蘭
陀

本
草
和
解
』
と
し
て
翻
訳
し
た
。
そ
れ
は
江
戸
期
日
本
の
本
草
博
物
学
の
書
と
言
う
べ
き
も
の
で
、
江
戸
博
物
学
を
大
き
く
推
し

進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
）
14
（

。
和
辻
の
『
鎖
国
』
は
、
日
本
民
族
の
「
科
学
的
精
神
」
の
欠
如
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
鎖
国
下
の
日
本

に
お
け
る
こ
う
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
受
容
と
そ
の
成
果
を
見
落
と
す
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
覇
権
主
義
の
動
向
の
な
か
で
鎖
国
政
策
を
と
っ
た
、
当
時
の
日
本
の
状
況
が
考
慮
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
興
列
強
諸
国
の
植
民
地
政
策
の
対
象
に
な
り
、
日
本
も
ま

た
そ
う
し
た
覇
権
主
義
の
動
向
に
直
面
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
国
際
情
勢
の
な
か
で
日
本
が
と
っ
た
鎖
国
政
策
の
歴
史
的
意
味

に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
「
先
進
国
」
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
「
鎖
国
」
に
つ
い
て
正
当
に
評
価
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
例
え
ば
、
ケ

ン
ペ
ル
が
島
国
の
な
か
に
自
己
完
結
し
た
鎖
国
日
本
の
平
和
で
自
給
自
足
す
る
生
活
を
積
極
的
に
評
価
し
、
ま
た
カ
ン
ト
が
ケ
ン

ペ
ル
の
鎖
国
論
に
依
拠
し
つ
つ
『
永
久
平
和
に
つ
い
て
』
の
な
か
で
日
本
の
鎖
国
政
策
を
「
賢
明
な
措
置
」
と
評
価
し
た
こ
と
は
、

前
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
側
か
ら
の
鎖
国
評
価
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
和
辻
の
『
鎖
国
論
』
に
は
、
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覇
権
主
義
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
当
時
の
対
外
政
策
に
つ
い
て
の
認
識
と
、
そ
の
よ
う
な
時
代
状
況
下
に
お
け
る
日
本
の
鎖
国
に

つ
い
て
の
歴
史
的
評
価
と
い
う
視
点
が
欠
け
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

わ
れ
わ
れ
は
風
土
論
の
哲
学
的
系
譜
を
一
八
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ま
で
遡
り
、
そ
し
て
日
本
に
お
け
る
和
辻
哲
郎
の
風
土
論

ま
で
概
観
し
て
き
た
。
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
「
風
土
」
が
テ
ー
マ
と
し
て
浮
上
し
た
背
景
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
発
す
る
グ
ロ

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
と
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
現
代
、
一
八
世
紀
と
は
異
な
る
規

模
と
質
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。
二
〇
世
紀
か
ら
二
一
世
紀
へ
と
続
い
て
き
た
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す

る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
世
界
の
す
み
ず
み
に
至
る
ま
で
情
報
が
流
通
し
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
全
体
が
均
質
化
さ

れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
か
つ
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
と
し
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
、
む
し
ろ
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世

界
へ
の
関
心
を
惹
起
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
風
土
へ
と
目
を
向
け
さ
せ
た
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
は
情
報
流
通
に
よ
っ
て
人
々
の
関
心
を
世
界
各
地
の
地
域
文
化
に
向
け
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
「
風
土
」
は
、
地
域
の
狭

隘
さ
よ
り
も
、
む
し
ろ
地
域
文
化
の
か
け
が
え
の
な
い
固
有
性
を
浮
き
彫
り
に
す
る
概
念
と
し
て
、
再
び
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

現
代
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
で
「
風
土
」
と
い
う
概
念
に
改
め
て
注
目
す
る
こ
と
で
、
地
域
文
化
の
意
味
と
異
文
化

交
流
の
可
能
性
が
新
た
に
浮
上
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

わ
れ
わ
れ
が
現
代
の
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
際
に
も
、「
風
土
」
概
念
は
重
要
な
視
点
を
提
供
し
て
く
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
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る
。
現
代
に
必
要
な
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
で
地
域
文
化
の
固
有
性
を
評
価
し
、
そ
の
独
自
の
発
展
を
展
望
す

る
視
点
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
視
点
の
ヒ
ン
ト
を
、
す
で
に
ケ
ン
ペ
ル
や
カ
ン
ト
そ
し
て
ヘ
ル
ダ
ー
等
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
わ
れ

わ
れ
に
与
え
て
く
れ
て
い
る
。
彼
ら
を
貫
く
「
風
土
」
概
念
の
系
譜
は
、
国
民
国
家
の
同
一
性
原
理
で
は
包
摂
で
き
な
い
民
族
文

化
や
地
域
文
化
の
固
有
性
、
そ
し
て
異
文
化
の
共
生
と
相
互
交
流
と
い
う
テ
ー
マ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ

る
で
あ
ろ
う
。

　

「
地
方
」
や
「
地
域
」
と
い
う
概
念
は
、
風
土
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
と
、
け
っ
し
て
閉
鎖
的
な
空
間
を
意
味
す
る
も
の
で
は

な
い
。
風
土
に
根
差
し
た
地
域
文
化
の
固
有
性
と
そ
の
内
在
的
発
展
を
評
価
す
る
こ
と
は
、
狭
い
地
域
の
な
か
で
自
己
完
結
し
、

外
に
た
い
し
て
自
ら
を
閉
ざ
す
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
こ
と
は
、
近
代
的
な
国
民
国
家
と
い
う
枠
組
み
を
超
え
て
、

地
球
的
な
視
野
で
の
異
文
化
交
流
の
可
能
性
を
含
み
う
る
の
で
あ
る
。
地
域
文
化
が
自
律
的
に
発
展
す
る
た
め
に
は
、
異
文
化
と

の
交
流
が
不
可
欠
だ
と
も
い
え
よ
う
。
鎖
国
下
の
日
本
に
お
け
る
江
戸
博
物
学
や
蘭
学
の
隆
盛
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
術
の
受
容
に

よ
る
こ
と
は
本
論
で
述
べ
た
が
、
日
本
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
け
ら
れ
た
文
化
発
信
が
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
カ

ン
ト
も
日
本
の
優
れ
た
芸
術
と
し
て
挙
げ
た
磁
器
や
漆
器
な
ど
の
工
芸
品
は
、
鎖
国
下
の
日
本
か
ら
出
島
を
通
し
て
輸
出
さ
れ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
芸
術
や
生
活
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
の
印
象
派
絵
画
や
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
工
芸

作
品
は
、
江
戸
時
代
の
歌
川
広
重
や
葛
飾
北
斎
の
浮
世
絵
の
影
響
を
抜
き
に
し
て
は
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
と
の
文
化
交
流
は
、
日
本
側
の
一
方
的
な
文
化
受
容
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
日
本
文
化
の
受
容

と
い
う
側
面
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
な
お
、
地
域
の
風
土
に
よ
っ
て
培
わ
れ

た
文
化
の
価
値
は
失
わ
れ
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
異
な
っ
た
民
族
や
地
域
間
の
文
化
交
流
の
可
能
性
は
広
く
世
界
に
開
か
れ
て
い
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る
と
言
え
よ
う
。

注
　

本
文
中
の
引
用
文
に
付
し
た
出
典
略
号
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
文
献
を
示
す
。
な
お
、
引
用
文
に
付
し
た
略
号
の
後
の
ロ
ー
マ
数
字
は
巻
数
を
、
算
用
数
字
は
頁
数
を
示
す
。

　

ま
た
、
引
用
文
中
の
〔　

〕
は
筆
者
に
よ
る
補
足
で
あ
る
。

H
D
W
: Joh

an
n
 G

ottfried
 H

erd
er W

erke, h
rsg

. v
on

 M
. B

ollach
er, D

eu
tsch

er K
lassik

er V
erlag

 1989.

H
V
: G

.W
.F
. H

egel V
orlesu

n
gen

 ü
ber d

ie P
h
ilosoph

ie d
er W

eltgesch
ich

te, B
erlin

 1
8
2
2
/2

3
. H

rsg
. v

on
 K

.H
. Iltin

g
, K

. B
reh

m
er, u

n
d
 H

.N
. S

eelm
an

n
, 

H
am

b
u
rg

 1996.

G
W
: G

.W
.F
. H

egel G
esam

m
elte W

erke, h
rsg

. v
on

 R
h
ein

isch
-W

estfälisch
en

 A
k
ad

em
ie d

er W
issen

sch
aften

, H
am

b
u
rg

 1995.

H
S
W
: G

.W
.F
. H

egel S
äm

tlich
e W

erke. V
orlesu

n
gen

 ü
ber d

ie P
h
ilosoph

ie d
er G

esch
ich

te, H
rsg

. v
on

 H
erm

an
n
 G

loch
n
er, S

tu
ttg

art 1949.

H
W
: G

.W
.F
. H

egel W
erke in

 zw
an

zig B
än

d
en

, S
u
h
rk

am
p
 V

erlag
.

（
1
）　

ウ
プ
サ
ラ
大
学
は
一
四
一
九
年
に
創
設
さ
れ
た
北
欧
最
古
の
大
学
で
、
後
に
博
物
学
者
リ
ン
ネ
（
一
七
〇
七
〜
七
八
年
）
を
生
ん
だ
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
ケ
ン
ペ
ル

は
こ
の
ウ
プ
サ
ラ
大
学
で
黎
明
期
に
あ
っ
た
博
物
学
の
手
法
を
修
得
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）　

『
日
本
誌
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
、
ケ
ン
ペ
ル
の
元
の
原
稿
「
今
日
の
日
本
」
の
英
語
版
と
そ
れ
を
元
に
し
た
各
国
語
訳
の
総
称
と
し
て
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

（
3
）　

『
日
本
の
歴
史
と
記
述
』
か
ら
の
引
用
文
は
、
今
井
正
編
訳
『
﹇
新
版
﹈
日
本
誌
』
（
霞
ヶ
関
出
版
株
式
会
社
、
二
〇
〇
一
年
）
を
参
考
し
な
が
ら
も
、
原
文
と
照
ら
し

合
わ
せ
て
訳
文
を
変
え
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
引
用
文
に
付
し
た
漢
数
字
は
全
巻
通
し
の
頁
数
を
表
す
。

（
4
）　

ハ
ル
ム
・
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
ク
「
信
仰
告
白
時
代
・
魔
女
狩
・
早
期
啓
蒙
│
│
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
啓
蒙
主
義
史
に
お
け
る
ケ
ン
ペ
ル
の
位
置
に
よ
せ
て
」
、
『
ケ
ン
ペ
ル
の
見
た

ト
ク
ガ
ワ
・
ジ
ャ
パ
ン
』（
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ク
ラ
イ
ナ
ー
編
著
、
六
興
出
版
、
一
九
九
二
年
）
所
収
、
一
二
〇
頁
。
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（
5
）　

カ
ン
ト
『
自
然
地
理
学
』
か
ら
の
引
用
は
、
『
カ
ン
ト
全
集
・
第
十
五
巻
』
（
三
枝
充
悳
訳
、
理
想
社
、
昭
和
六
二
年
）
に
よ
る
。
な
お
、
「
自
然
地
理
学
」
講
義
開
講

の
事
情
に
つ
い
て
は
、
同
書
の
訳
者
「
解
説
」
を
参
照
。
カ
ン
ト
の
『
自
然
地
理
学
』
が
講
義
の
筆
記
ノ
ー
ト
を
元
に
編
集
・
出
版
さ
れ
た
の
は
、
よ
う
や
く
一
八
〇
一

年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
フ
ォ
ル
マ
ー
版
に
続
い
て
翌
年
に
リ
ン
ク
版
が
出
版
さ
れ
、
本
論
文
の
引
用
は
こ
の
リ
ン
ク
版
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
両
版

と
も
日
本
に
関
す
る
記
述
は
な
く
、
一
九
四
四
年
に
出
版
さ
れ
た
グ
ラ
ー
ゼ
ナ
ッ
プ
版
に
お
い
て
、
日
本
に
関
す
る
記
述
が
初
め
て
収
録
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
日
本
に

関
す
る
記
述
か
ら
の
引
用
は
、
グ
ラ
ー
ゼ
ナ
ッ
プ
版
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

（
6
）　

『
永
久
平
和
の
た
め
に
』
か
ら
の
引
用
は
、
『
世
界
の
大
思
想
・
カ
ン
ト
（
下
）
』
（
土
岐
邦
夫
訳
、
河
出
書
房
新
社
、
昭
和
四
五
年
）
に
よ
る
。

（
7
）　

ヘ
ル
ダ
ー
の
『
一
七
六
九
年
の
私
の
旅
日
記
（Jou

rn
al m

ein
er R

eise im
 Jah

r 1
7
6
9

）
』
の
邦
訳
は
、
嶋
田
洋
一
郎
訳
『
ヘ
ル
ダ
ー
旅
日
記
』
（
九
州
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
二
年
）
が
あ
る
。
引
用
の
頁
数
は
こ
の
邦
訳
の
も
の
で
あ
る
。

（
8
）　

『
人
類
歴
史
哲
学
考
』
に
お
け
る
日
本
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
三
年
六
月
九
日
に
開
催
さ
れ
た
立
教
大
学
公
開
講
演
会
（
「
日
本
に
と
っ
て
の
西
洋
、
西
洋
に
と

っ
て
の
日
本
│
ド
イ
ツ
研
究
の
視
点
か
ら
│
」
）
で
の
高
橋
輝
暁
「
ヘ
ル
ダ
ー
と
日
本
│
多
文
化
時
代
に
お
け
る
人
間
形
成
の
可
能
性
│
」
の
報
告
を
利
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
な
お
引
用
文
に
関
し
て
は
、
当
日
の
報
告
レ
ジ
ュ
メ
に
基
づ
き
つ
つ
も
、
訳
文
を
一
部
変
え
て
あ
る
箇
所
も
あ
る
。

（
9
）　

G
.W

.F
. H

egel V
orlesu

n
gen

 ü
ber d

ie P
h
ilosoph

ie d
er W

eltgesch
ich

te, B
erlin

 1
8
2
2
/2

3
. H

rsg
. v

on
 K

.H
. Iltin

g
, K

. B
reh

m
er, u

n
d
 H

.N
. S

eelm
an

n
, 

H
am

b
u
rg

 1996.

（
10
）　

G
.W

.F
. H

egel S
äm

tlich
e W

erke. V
orlesu

n
gen

 ü
ber d

ie P
h
ilosoph

ie d
er G

esch
ich

te, H
rsg

. v
on

 H
erm

an
n
 G

loch
n
er. 

こ
の
グ
ロ
ッ
ク
ナ
ー
版
を
元

に
、
そ
の
後
ラ
ッ
ソ
ン
版
や
よ
り
簡
便
化
さ
れ
た
ホ
フ
マ
イ
ス
タ
ー
版
が
刊
行
さ
れ
、
ホ
フ
マ
イ
ス
タ
ー
版
が
一
般
に
広
く
テ
ク
ス
ト
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
を
新
版
（
イ
ル
テ
ィ
ン
グ
版
）
に
対
し
て
旧
版
と
し
て
総
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
11
）　

和
辻
哲
郎
『
風
土
│
人
間
学
的
考
察
』
か
ら
の
引
用
は
、
『
和
辻
哲
郎
全
集
・
第
八
巻
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）
に
よ
り
、
引
用
文
に
漢
数
字
で
頁
を
付
す
。

（
12
）　

和
辻
哲
郎
『
鎖
国
│
日
本
の
悲
劇
』
か
ら
の
引
用
は
、
『
和
辻
哲
郎
全
集
・
第
十
五
巻
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）
に
よ
り
、
引
用
文
に
漢
数
字
で
頁
を
付
す
。

（
13
）　

和
辻
哲
郎
『
鎖
国
│
日
本
の
悲
劇
』
の
検
証
と
評
価
に
つ
い
て
は
、
大
島
明
秀
『「
鎖
国
」
と
い
う
言
説
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）
の
第
五
章
「
戦
後
日

本
に
お
け
る
「
鎖
国
」
言
説
」
を
参
照
。
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（
14
）　

江
戸
時
代
の
日
本
に
お
け
る
博
物
学
や
蘭
学
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
西
村
三
郎
『
文
明
の
な
か
の
博
物
学
│
│
西
欧
と
日
本
』
（
紀
伊
國
屋
書
店
、
一
九
九
九
年
）
の

な
か
の
、
一
二
一
頁
以
下
、
及
び
四
五
八
頁
以
下
を
参
照
。


